(株)飯田インターンシップ報告書

根本幸子   反町俊洋   高根崇文

　2003年８月２０日から２９日まで行われました (株)飯田インターンシップ のご報告を致します。

１．実習スケジュール
	日
	　　　　　　　　　　　　　実習項目

	初日
	・オリエンテーション
・講義：「流通業の中の酒類業界、卸売業界について」

・飯田グループ事業説明
・会社見学
・シミュレーションショップの棚割見学

	第２日
	・講義：「コンビニエンスストアにおける酒類卸売業の役割について」

・講義：「卸売業の物流と商流について」

・八尾本社物流倉庫見学、高槻ＣＶＳセンター見学

	第３日
	・講義：「商品が売れる仕組みについて」

・八尾本社物流倉庫見学、高槻ＣＶＳセンター見学

	第４日
	・講義：「最新流通事情について」

・ワインチーム、流通営業部、アールエス飯田（飯田のグループ会社）
  の３つに分かれて同行による営業助手の体験

	第５日
	・４日目と同様、ワインチーム、流通営業部、アールエス飯田の３つに分かれて同行による営業助手の体験

	第６日
	・グループディスカッション：「営業同行を終えて－業態別戦略とは」
・営業支援ツールを活用しての売れる店舗の企画立案（ＰＣを使用してのオープンケースの棚割提案、ＰＯＰ作成）

・シミュレーションショップの陳列実習

	第７日
	・コンビニエンスストアサンクス店舗視察

・大型スーパーイズミヤ八尾店、２４時間営業のスーパーsunplazaの視察

	最終日
	・グループディスカッション：「売れる店舗について考える」

・飯田豊彦社長の講義

・インターンシップ総括


２．実習内容

８月２０日　　・オリエンテーション
　　　　　　　・講義：「流通業の中の酒類業界、卸売業界について」
　　　　　　　・飯田グループ事業説明
　　　　　　　・会社見学
　　　　　　　・シミュレーションショップの棚割見学
はじめに管理部の青山様より、社会人の心構えとして挨拶をしっかり行うことと時間を守ることのご指導がありました。引き続き、流通業界の役割や変化、卸売業界の機能、酒類業界と酒税法などについてのお話をして頂きました。
午後にはシミュレーションショップと呼ばれる社内に設置された仮想店舗において、棚割（商品陳列）を見学しました。売れる店舗をつくる為には、棚割が重視されるとのことでした。
８月２１日　　・講義：「コンビニエンスストアにおける酒類卸売業の役割について」
　　　　　　　・講義：「卸売業の物流と商流について」
　　　　　　　・八尾本社物流倉庫見学、高槻ＣＶＳセンター見学

午前中は広域営業部の藤本様より、コンビニエンスストア業界と酒類販売新規参入業態のお話をして頂きました。コンビニエンスストア業界については、郵便ポストを設置するなど異業種と手を組んで新たな成長の可能性を模索していることや、酒類免許緩和になっていくにつれて１店舗当たりの酒類売上げがダウンしていくことなどのお話でした。
また酒類販売新規参入業態については、今秋９月に酒類販売免許が自由化されることにより、一層酒類業界に参入する業態（ドラッグストア、生協など）が増加していくといったお話でした。次に業務本部の藤岡様より、卸売業の物流と商流に関するＥＯＳ（エレクトリック・オーダリング・システム）という電子受注システムのお話を伺いました。どちらのお話もリアルタイムなものでしたので、業界の現状を把握するとともに一層これらの業界への関心を強めました。
　午後は２つの班に分かれ、それぞれ八尾本社物流倉庫と高槻ＣＶＳセンターを見学しました。私はこの日、高槻ＣＶＳセンター（飯田が経営しているサンクス京阪奈株式会社専用の倉庫）に行き、メーカーから配送されてくる商品の様子や、フォークリフトを使用してのピッキング作業（小売業者に運ぶ商品を倉庫から選び出す作業）の様子を見学することが出来ました。ここで私達は、ベルトコンベヤーを使用したピッキング作業とバラバラの缶を袋詰めにする作業を体験させて頂くことが出来ました。地道な作業ですが、この作業は速さと正確さを求められることを学びました。

８月２２日　　・講義：「商品が売れる仕組みについて」
　　　　　　　・八尾本社物流倉庫見学、高槻ＣＶＳセンター見学

午前は営業企画の尾崎様より、マーチャンダイジングの重要性とリテールサポートの必要性についてのお話をして頂きました。ここでは、製造業者や卸売業者が小売店の経営効率向上を支援する為に、売場の検証や情報提供、さらにはオリジナルのメニューやＰＯＰを提供しているとのことでした。この活動は、飯田とその取引先との信頼関係を構築するための一端を担っているそうです。
　午後は八尾本社物流倉庫の見学でした。ここでは商品がメーカーから配送されてくる様子や、商品が小売業者へ運ばれる様子を見学することが出来ました。そこでもピッキング作業、そしてピッキングした商品の検品作業を体験させて頂きました。ピッキング作業は高槻ＣＶＳセンターとは異なり、台車を走らせながら、コード化された商品を選び、運ぶ作業でした。
この作業で大変だったのは、商品が高い位置に置かれている場合の脚立使用や、重い商品を扱うことでした。落したりすれば瓶は割れたり、缶はつぶれたりしてしまうので、とても慎重になりました。
８月２５日　　・講義：「最新流通事情について」

　　　　　　　・ワインチーム、流通営業部、飯田のグループ会社アールエス飯田の３つに分かれて同行による営業助手の体験

午前はアールエス飯田の柿本部長から最新流通事情について、お話をして頂きました。これは流通の主体が「メーカー」から「消費者」へと変化しているというお話でした。現在は消費者のニーズが多様化し、メーカーはこれら様々なニーズに対応していくので、流通業もそれに対応していかなければならないとのことでした。
　午後はワインチーム、流通営業部、アールエス飯田の３班に分かれて営業の同行をさせて頂きました。私はアールエス飯田に配属され、営業の方と実際に薬局、コンビニに行き、棚割の様子や売り場の改善提案を致しました。実際は私の提案が採用されるのではなく、改善提案の体験という形式でしたが、普段営業の方がどのようなことを行っているのかを知ることが出来るとても貴重な体験となりました。

８月２６日　　・４日目と同様、ワインチーム、流通営業部、アールエス飯田の３つに分かれて

                営業の体験

この日は、取引先のスーパーに行き、棚割作業の体験や商談の様子を見学しました。棚割作業では商品の前出しや入れ替え、または見切りの商品に印をつける作業を行いました。商談では実際の取引の様子を目の当りにし、営業の核心部分を拝見させて頂けたことで、営業にはコミュニケーション能力が必要であることを改めて実感しました。

８月２７日　　・グループディスカッション：「営業同行を終えて－業態別戦略とは」

　　　　　　　・営業支援ツールを活用しての売れる店舗の企画立案（ＰＣを使用してのオープ　　　　　　　　ンケースの棚割提案、ＰＯＰ作成）
　　　　　　　・シミュレーションショップの陳列実習
グループディスカッションでは、実習生それぞれが体験した営業の内容を話し合い発表しました。営業同行の内容は、どの実習生も、主に棚割作業の体験、店舗の見学や商談に立ち合わせて頂くというものでした。しかし、ここでは同じ業態であるスーパーでも立地条件や土地柄などにより戦略が大きく異なってくることを学び取ることが出来ました。
　次にPCを使用してオープンケースの棚割を考えました。商品は簡単に並べられているように見えても、実際は商品が売れるように考慮し配置されているそうです。この棚割の作業が、卸売業者にとって重要な仕事の一つであることに驚きを隠せませんでした。これを踏まえた上で、シミュレーションショップでの陳列の実習に移りました。これまで講義や営業などで「売れる店舗をつくる」というテーマで勉強してきたことを、このシミュレーションショップにおいて実践することが出来る良い機会となりました。

８月２８日　　・コンビニエンスストアサンクス店舗視察

　　　　　　　・大型スーパーイズミヤ八尾店、２４時間営業のスーパーsunplazaの視察

飯田が経営しているサンクス京阪奈株式会社に行き、コンビニは一番の売れ筋を並べることや新型サービスの展開、商圏についてのお話などをして頂きました。そしてコンビニエンスストアサンクスの店舗見学をする際、これまで実習で勉強してきた棚割の知識を基に、自分なりの問題意識を持って見学することが出来ました。
　また、スーパーセンターと言われる大型スーパーイズミヤと２４時間営業のスーパーsunplazaの視察を行いました。この際、この２店だけを単純に比較するのではなく、その立地条件や土地柄、この他違う業界・業態の店はどんな店があるのかなども調べ比較しました。どの店舗もこういったあらゆる条件を考慮して戦略がなされているのだと気が付くとともに、業界・業態が異なる様々な競合店が存在していることで、どの店舗も経営に悪戦苦闘していることを実感しました。
８月２９日　　・グループディスカッション：「売れる店舗について考える」
　　　　　　　・飯田豊彦社長の講義
　　　　　　　・インターンシップ総括
グループディスカッションではコンビニを例に、「売れる店舗をつくるには年齢別にどういった戦略があるのか」を２班に分かれて話し合い発表しました。ここで私の班は、今後コンビ二が需要を得る為には５０代、６０代の新規顧客を開拓する必要があると考えました。その提案として店内の扉を軽くする、惣菜の種類を豊富にするなどを挙げ、幅広い年齢層に好まれる店舗作りを提案しました。
　飯田豊彦社長の講義では、私たちが普段感じている経営に関する質問・疑問に対して、返答して頂くという形で行われました。この質疑応答の中で私が特に印象に残っていることは、「企業は常に成長していかねばならない」ということです。その為には「１つの事業だけではなく、他の事業も挑戦していく」ことや「広いエリアで事業を行っていく」といった戦略が必要であるとのことでした。そして企業と同様、人も「本を読むなどして自分の壁を突き破る」ことや、「常に自分で問題意識を持ちつづける」ことを通して成長していくことが大切である、ということを教えて頂きました。
　また最後の総括では、管理部の青山様、中村様より「学生のうちは時間をもっと有効に使う」ことや、「社会人は責任を持って働くことが大切である」といったアドバイスをして頂きました。学生のうちに、新聞、本、ネットなどからの情報を得て、自分に合った切り口を見つけることが大切であることを教えて頂き、情報を得ることは単に知識を増やすことだけではなく、自分の新たな道を切り開くという意味も含まれるということに気づかされました。

３．実習を終了しての感想

反町俊洋
　今回８日間のインターンシップに参加させて頂いたことによって、酒類業界・卸売業界に対する見方や考え方が大きく変わりました。飯田グループ・各部署の方々の貴重なお話を聞かせて頂き、また他大学の学生と触れ合うことで、大変多くの刺激を受けることが出来ました。
　１日目、２日目と広域営業部の方や営業企画の方々の講義に参加させて頂いたことにより新たに得ることの出来た知識が沢山あり、自分の考えの幅が広がりました。その中で、私たちが頻繁に活用しているコンビニエンス業界についてのお話は、とても興味深いものでした。さらに、実際のコンビニエンスストアに行き、日頃入ることの出来ないバックヤード（倉庫）や事務所を見学出来たこと、発注の仕方や時間帯によって売上げがどう変化しているのかなど、店舗運営部の方に説明して頂いたことはとても貴重な経験でした。
　また、８日間の中で私にとって一番の収穫は、２日間にわたっての営業活動の同行でした。私は主にディスカウントショップのお得意先に同行させて頂きました。その際、沢山の事を吸収して、いかに自分のモノにするか、ということを念頭に取組みました。商談中、横でメモを取りながら強く感じたことは、一つ一つの商品の売上げを伸ばしていく難しさ、新商品を販売するにあたっての商談は想像以上の厳しさでした。
　酒類業界・卸売業界についての基礎からの勉強、物流倉庫での実務、営業活動の体験などは、私にとって内容の濃い充実した企業実習でした。物流や卸売業のことをたった８日間で理解することはそう簡単なことではありませんでしたが、今回実習に参加させて頂き、実際の現場の雰囲気に触れ、社会の厳しさを知ったことは、目前に控える就職活動や将来の社会生活への財産となったと思います。
　このような素晴らしい機会を与えて下さった、飯田の方々には心よりお礼申し上げます。本当に有難うございました。

根本幸子

　今回は実働８日間のインターンシップでしたが、私たち３人は１２日間もの間大阪での寮生活で、はじめは慣れない環境に戸惑いと緊張感を感じていました。しかし寮母さん、寮長さんをはじめ、皆さんとても親切な方ばかりでしたのですぐに打ち溶けることが出来ました。
　私たち３人以外に参加した実習生は、関西の大学の学生（同志社大学１名、立命館大学１名、関西大学１名、大阪経済大学２名の計５名）でした。彼らは関東から来た私たちに親身に接してくれました。実習中は８人全員が問題意識をしっかり持って取組んでいくことが出来たと思います。８人それぞれの発見や意見が挙がり、とても勉強になりました。また全員お酒が大好きという共通点がありましたので、お酒の話から関西の話など様々な雑談が出来、自然と仲良くなれたことが何よりも良かった点ですし、これにより安心して実習に臨むことが出来ました。
　この実習を通じて特に勉強になったことは、常に問題意識を持つことが大切であるということです。これは初日のオリエンテーション時に青山様より実習に先立って説明して頂いたことです。問題意識を持つことで日々の日常生活では思いもよらない発見をし、またそれについて自分の考えを導き出すことが自分の大きな成長に繋がるとのことでした。また人の話や新聞、本、ネットからの情報収集を行い、様々な切り口から多くの発見をしてチャンスを掴もうとすることが大切だということも教えて頂きました。
　一番興味を持ったことは営業活動です。営業は体力勝負と言われていますが、それよりも営業の良さ、楽しさを学ぶことが出来ました。営業活動は、顧客と接する機会が一番多い仕事だと思います。これにより顧客の気持ちをよく理解していく段階で、仕事のやりがいというものを感じとることが出来ると思いました。また営業に同行させて頂いた際に、信頼関係を築くことが大事だと感じました。営業の方と取引先の方とのお話を伺っていて、私の中で商談のイメージが変化したのです。それは、これまで私が考える商談とは「とても堅苦しく、緊張した空気の中で行われるもの」だったのですが、実際は「とても和やかで、フレンドリー」に行われていました。これは私が同行させて頂いた商談がたまたま和やかな雰囲気であったのかもしれません。しかし、ビジネスの世界でこれほどまでに和やかな雰囲気で商談がなされるというのは、その営業の方が取引先の方からとても信頼されているということが根底にあるからだと思います。これは私にとって理想の営業のあり方です。
　最後になりましたが、この様な機会を与えて下さった、株式会社飯田の方々に心よりお礼申し上げます。誠に有難うございました。

高根崇文
　今回のインターンシップは、私にとってとても貴重な体験になりました。大阪に１２日間住み込みということで、はじめは不安と緊張でいっぱいでした。しかし、株式会社飯田の方々をはじめ先輩方は、とても優しくして下さり、良き助言者になって下さいましたので、集中して実習に取組むことが出来ました。また、午前中は講義、午後は自習というプログラムを組んで頂いたことにより、実習は非常にスムーズに行われ、私達は多くのことを分かりやすく学ぶことが出来ました。
　実習の中で私が一番印象的だったのは、営業同行です。営業の活動を通じて、自分には営業が一番向いていると感じました。なぜなら営業は自分でやったことが直接自分にはね返ってきます。
これによって自分の提案や企画が直接顧客に受け入れられた時に、その喜びを直に感じとることが出来るからです。そして顧客とコミュニケーションを図ることで、信頼関係を築いていきたいと思います。こうして人との関わり合いを大切にしていく営業という仕事に興味を持ちました。
　今回のインターンシップでは本当に多くのことを学びました。企業の仕組みや企業戦略、人の優しさ、出会いの大切さ、自己分析などの広い範囲における様々なことです。インターンシップに参加させて頂き、本当に嬉しく思います。今回の貴重な体験は、私の財産になり、これからの人生の大切な糧の一つになると思います。
　この様な貴重な機会を与えて下さった、株式会社飯田の方々に深くお礼申し上げます。本当に有難うございました。

以上
合同酒精(株)総務部経理グループ インターンシップ報告書

　太田有美（日本大学経済学部３年）

　2003年８月２５日から９月５日まで行われた合同酒精(株)総務部経理グループインターンシップのご報告を致します。

１．実習スケジュール

	日
	　　　　　　　　　　　実習項目

	初日
	・総務部人事グループオリエンテーション
・税務署へ提出する法人設立届出書の清書

	第２日
	・仕訳日計表の見直し作業

・法人企業統計調査表への記入

・書類の郵送

	第３日
	・仕訳日計表、半期報告書の見直し作業
・オンライン端末による伝票への入力

・事業の種類別セグメント情報の訂正作業

	第４日
	・仕訳日計表の見直し作業
・商品振替高、受け入れ高の入力
・会計データの入力・承認作業のお手伝い

	第５日
	・仕訳日計表の見直し作業
・会計データの入力・承認作業のお手伝い

・法人税関係法令集の差し換え

	第６日
	・仕訳日計表の見直し作業
・会計データの入力・承認作業のお手伝い

・法人税延長届出書の清書

	第７日
	・仕訳日計表の見直し作業
・財務グループで使用しているソフトの説明

・会計データの承認作業のお手伝い

・日本経済新聞社に提出する中間決算調査表（貸借対照表・損益計算書など）への記入

	第８日
	・仕訳日計表の見直し作業

・会計システムの説明

・組織別限界総利益管理表への入力

	第９日
	・仕訳日計表の見直し作業
・他勘定振替高内訳表（直接原価）への入力
・日本経済新聞社に提出する中間連結決算調査表への記入
・ＩＲ情報のデータレポートの原稿チェック

	最終日
	・仕訳日計表の見直し作業

・中間連結決算調査表への記入

・証券取引法に基づく有価証券報告書などの開示書類に関する電子

　開示システム（EDINET）の説明

・金融庁に提出する半期訂正報告書の作成方法の説明


２．実習内容

８月２５日（初日）　　・総務部人事グループオリエンテーション

　　　　　　　　　　　・税務署へ提出する法人設立届出書の清書

　オリエンテーションでは、人事の川上様より主力事業の酒類食品事業における他社との価格競争について、例をあげるなどしてわかりやすく説明して頂きました。また、法人設立届出書の清書をやらせて頂きましたが、緊張のあまり手が震えてしまいました。

８月２６日（２日目）　・仕訳日計表の見直し作業

　　　　・法人企業統計調査表への記入

　　　　・書類の郵送

前日に入力した仕訳日計表に間違いが無いか見直すため、実習中は毎朝、仕訳日計表の見直し作業を行いました。法人企業統計調査表への記入とは、財務省へ提出する法人企業統計調査表への記入作業です。この作業では、以前から持っていた簿記の知識を活かすことができました。初めて見る勘定科目については知識がなかったため戸惑いましたが、詳しく教えて頂き、とても勉強になりました。

８月２７日（３日目）　・仕訳日計表、半期報告書の見直し作業
　　　　・オンライン端末による伝票への入力

　　　　・事業の種類別セグメント情報の訂正作業

事業の種類別セグメント情報の訂正では、株主にとって必要な情報がどのようにすれば見やすく配置できるのかを教えて頂きました。パソコンでの作業でしたが、思うように進まず自分の勉強不足を痛感しました。

８月２８日（４日目）　・仕訳日計表の見直し作業
　　　　・商品振替高、受け入れ高の入力
　　　　・会計データの入力・承認作業のお手伝い

この日の実習で、社内での金銭の流れを学ぶことができました。また、合同酒精の関係会社である牛久シャトーガーデン社長の山本様とお会いしました。緊張している私にいろいろと声をかけてくださり、とても嬉しかったです。その後、経理の菊地様が会計データの入力と承認の作業をなさるのをお手伝いさせて頂きました。

８月２９日（５日目）　・仕訳日計表の見直し作業
　　　　・会計データの入力・承認作業のお手伝い

　　　　・法人税関係法令集の差し換え

法令集の差し換えは、意外と時間がかかってしまいました。そのため、内容に触れることはありませんでした。

９月１日（６日目）　・仕訳日計表の見直し作業
　　　・会計データの入力・承認作業のお手伝い

　　　・法人税延長届出書の清書

これまでお手伝いをさせて頂いた会計データの承認作業は１日に１０枚程度でしたが、この日は９０枚ものデータがありました。この作業は大変ですが、とてもやりがいのある仕事でした。また、整理すべき会計データは3,000枚以上ありました。普段、この作業を１人で行っていると伺い驚きました。私も最後は腕が上がらなくなりました。

９月２日（７日目）　・仕訳日計表の見直し作業
　　　・財務グループで使用しているソフトの説明

　　　・会計データの承認作業のお手伝い

　　　・日本経済新聞社に提出する中間決算調査表（貸借対照表・損益計算書など）への記入

毎朝行っている仕訳日計表の見直し作業が始めて順調に進み嬉しかったです。財務グループで使用しているソフトは、みずほ銀行の資金の集中・配分システム「マネーシューター９８」というものです。銀行によってソフトの名前は違うそうですが、このようなソフトだと銀行に行かなくてもオフィスで通帳の記帳、各事業所からの資金の徴集、各事業所への配分などができます。しかし、銀行と同じ業務のため、１５時までに終わらせなければならないそうです。何百万円という額がボタン１つで動いてしまうので、パスワード入力が何回もあり厳重になっていました。私が触れることはありませんでしたが、とても緊張しました。

また、中間決算調査票の記入は貸借対照表、損益計算書をもとに計算をして数値を入力していきました。今までの実習の中で１番やりがいがあり、興味を持って作業を行うことができました。

９月３日（８日目）　・仕訳日計表の見直し作業

　　　・会計システムの説明

　　　・組織別限界総利益管理表への入力

限界総利益管理表への入力は、ただ数字を入力するだけの単純な作業ですが、欄を間違えないようにパソコンと原本を何度も確認しながら行うので、大変でした。この日ほど長い時間パソコンの前に座っていたことはありませんでした。また、会計システムの連結会計について説明をして頂きました。私は大学のゼミで連結会計を学んでいるため、現場実務者の方からのお話はとても参考になりました。

９月４日（９日目）　・仕訳日計表の見直し作業
　　　・他勘定振替高内訳表（直接原価）への入力
　　　・日本経済新聞社に提出する中間連結決算調査表への記入
　　　・ＩＲ情報のデータレポートの原稿チェック

他勘定振替高内訳表への入力では、渡された資料をもとに計算した数字を入力する作業を行いました。しかし、その数値が正確であるか否かがわかるのは、私の実習が終了してからだそうです。何回も見直しを行いましたが、不備があれば、ご指導くださった経理の菊地様にご迷惑をおかけしてしまうのでとても不安です。また、社会人の常識について書いてある冊子を頂きました。内容は接客サービスや電話応対の基本、クレーム対応などでした。実習をさせて頂いた期間は、経理グループにクレームの電話はありませんでしたが、大変勉強になるものでした。私にとって日常生活においても重要なことばかり書いてありましたので、今後残りの学生生活やこれから始まる就職活動に活かしていきたいと思います。

９月５日（最終日）　・仕訳日計表の見直し作業

　　　・中間連結決算調査表への記入

　　　・証券取引法に基づく有価証券報告書などの開示書類に関する電子開示システム（EDINET）の説明

　　　・金融庁に提出する半期訂正報告書の作成方法の説明

電子開示システムとは、これまでの紙媒体による提出に代えて、インターネットを利用して書類をオンラインで提出するものです。これは証券取引法に基づくディスクロージャー制度を電子化しようとするものだそうです。最後に説明をして頂いた半期訂正報告書は、金融庁のホームページから誰でも見ることができるそうです。また、中間決算、中間連結決算調査表は１０月の第１週に発売される日本経済新聞社の雑誌に載るそうです。私がお手伝いさせて頂いたものが載ると思うと責任の重大さを実感致しました。

３．実習を終了しての感想

今回経理業務を体験させて頂いたことによって、大学で学んでいる簿記が企業では実際どのように使われているかを学ぶことができました。また、普段接することのできない社内の雰囲気に触れることができました。社員の方々は部署、年齢に関係なく、プライベートでもとても仲が良いと伺いました。

　経理の白谷様から、「ただ指示されたことをこなすのではなく、１つ１つの作業にはどんな意味があるのか認識することが大切である。」というお話をして頂き、仕事に対する意識の重要性を感じました。

今回インターンシップに参加する中で様々な部署の方々とお話をする機会がありました。「社会人になってからも勉強することはたくさんあるけれど、帰宅後は疲れてできない。だから、学生時代に本をたくさん読んだ方が良い。」というアドバイスをして頂き、本を読むことが少なかった私にとっては、これからの時間の使い方を見直す大変良い機会となりました。

　インターンシップを振り返ってみると、学生生活では気づくことのできなかった社会の厳しさを実感し、自分に足りないもの、自分に対しての甘さを知ることができ、これからの学生生活にとって大きな刺激となりました。このような貴重な体験をする機会を与えてくださった合同酒精関係者の方々に心より感謝申し上げます。

以上

合同酒精(株)広域流通部インターンシップ報告書†）
黒沢義之
2003年８月２５日から９月５日までに行われた合同酒精(株)広域流通部インターンシップのご報告を致します。

１．実習スケジュール

	日
	実習項目

	初日
	・総務部人事グループオリエンテーション
・広域流通部オリエンテーション

	第２日
	・データ入力

・株式会社ａ商談同行

	第３日
	・商品リサーチ

	第４日
	・居酒屋商談同行

・商品リサーチ

	第５日
	・ｄ株式会社の自社ブランドサンプル会

・ｄギフト作業手伝い

	第６日
	・コンビニｅの展示会準備同行

・データ入力

	第７日
	・プレゼンテーションルーム改装手伝い

	第８日
	・量販店ｆ二本松店改装手伝い

	第９日
	・AJD展示会同行

	最終日
	・広域流通部会議参加

・ｄ株式会社の自社ブランドの商品撤去

・総務部人事グループにて総括


２．実習内容

８月２５日　・総務部人事グループオリエンテーション

・広域流通部オリエンテーション

  午前中はオリエンテーションが行われ、人事グループＡ様より、会社のパンフレットと商品リストを用いて会社の歴史や事業内容、酒類業界の現状などについて説明していただきました。また現代の日本人のお酒の好みが変化しているということ、これからの酒類業界は、今までの他社より１円でも安く販売店に提供しようというデフレ的な経営から、味などの付加価値のつけやすい商品に着目し、他社との差別化を図っていく経営へと変化していくなど大変貴重なお話をうかがうこともできました。

  午後からは広域流通部にてGM担当のＢ様より簡単な広域流通部の説明と今回のインターンシップの予定などについてオリエンテーションをしていただき、残った時間で商品出荷リスト作成のお手伝いをさせていただきました。私たちが普段デパートやコンビニエンスストアで何気なく見ている商品の陳列の陰で、営業時間外での営業の方々の数々の努力が隠されているというお話をうかがい、これからのインターンシップがさらに楽しみになりました。

８月２６日　　・データ入力

・株式会社a商談同行

　データ入力では主に量販店ｂの各店舗の商品データの整理等をさせていただきました。同じ量販店ｂの店舗でも地域やバイヤーによって注文の多い商品と少ない商品があるということを、生のデータから学ぶことができました。お昼には広域流通部Ｃ様と株式会社ａのＤ様との商談を見学させていただきました。商談の中でＤ様から営業という仕事についてのお話をしていただき、その中の「営業って仕事は最終的には人気商売だよ」というお言葉から、営業という仕事は信頼感以上にその人の魅力が問われる仕事であるということを学ばせていただきました。

８月２７日　　・商品リサーチ

　広域流通部Ｂ様・Ｃ様と一緒に、店舗で実際に自社の商品がどのように並べられているか、他社がどのような商品を出しているかなどを見るために、量販店ｂや量販店ｃへ行きました。リサーチの中で社員の方からどの商品が一番売れているのか、どのように商品を並べれば売れるようになるのか、などのお話をうかがうこともできました。

８月２８日　　・居酒屋商談同行

・商品リサーチ

　この日は広域流通部Ｅ様の、個人経営の居酒屋への商談に同行させていただきました。本来広域流通部は全国チェーンのデパートやコンビニエンスが対象なのですが、今回はＥ様の個人的な紹介で商談が行われることになったそうです。お互いほとんど初めてということもあり26日の商談とは違った雰囲気で行われました。この日は午前の商談の後、量販店ｂへ商品リサーチに同行させていただき、その後に直帰しました。

８月２９日　　・ｄ株式会社の自社ブランドサンプル会

・ｄギフト作業手伝い

　この日は朝から幕張のｄ株式会社の自社ブランドの新商品のサンプル会を見学させていただきました。この日のサンプル会は20名前後の主婦が、今回合同酒精がｄ株式会社の自社ブランドで出す新商品について、今までの商品や今一番売れている商品などと飲み比べながら自由に討論をするという場でした。その中で、「消費者のための商品なのだから、おいしくないものは素直においしくないといってくださいね」など、進行の方の言葉が心に多く残りました。その後は同所でバイヤーのＦ様とギフト作成のお手伝いをしました。また、ＰＣのソフトを使った商品の棚割り作成を生で見せていただき、どのように並べれば消費者から見て買いたくなるようになるのかを学ぶことができました。

　私には今までバイヤーは怖くて話しにくい方というイメージがあったのですが、今回お会いしたＦ様は私のイメージとは逆にとても話しやすい方で、仕事中も私に取引先商品のリストを見せてくださるなど、大変貴重な経験させてくださいました。

９月１日　　・コンビニｅの展示会準備同行

・データ入力

　この日は朝、流通センター駅へ直行し広域流通部Ｇ様と待ち合わせをした後、近くにある展示場にてコンビニｅの展示会の準備のお手伝いをさせていただきました。展示会というものはただ新商品を並べてお店の方々に見てもらうだけのものだと思っていたのですが、実際はコンビニｅの内装と全く同じダミーのお店があったり、掃除機や床マットの正しい使い方の講演会があったりと、テーマパーク的要素も多く含んでおり、私の中の展示会という概念が大きく変わりました。また、展示会の準備の段階から、他の企業の方も多く参加しており、作業を通じてお話しする機会ができ、とても楽しかったです。

９月２日　　・プレゼンテーションルーム改装手伝い

　この日は私服で会社に行き、広域流通部の奥にあるプレゼンテーションルームで、棚を組み立てたりサンプルの缶やビンを並べたりと、改装のお手伝いをさせていただきました。最後までお手伝いできませんでしたが一日中作業をしていました。

９月３日　　・量販店ｆ二本松店改装手伝い

　この日は朝7時半に橋本駅で広域流通部Ｈ様と待ち合わせ、その後量販店ｆ二本松店の改装のお手伝いをさせていただきました。主な仕事内容はチューハイやリキュールなどの棚の商品の入れ替えや、新商品の棚入れなどでした。朝が早かったこともあり仕事はとても大変でしたが、自分たちの担当した棚が出来上がったときは大きな達成感がありました。仕事終了後は喫茶店でＨ様に、今までの仕事が営業という仕事のどのような役割を果たしているのかということなどを教えていただきました。

９月４日　　・AJD展示会同行

　広域流通部Ｉ様・Ｂ様と台場にて行われたAJD（All Japan Drug）展示会に参加させていただきました。AJD展示会とは、国内数百の薬関係のメーカーが、AJDに加盟している薬局のオーナーの人たちを対象に開催する商品展示会です。今年から規制緩和によって酒販の免許が薬局でも取得できるようになったため、合同酒精も今年から参加するようになったとのことです。展示会の中で、規制緩和によって酒販免許がどのように変わったのか、オーナーの方から名刺をいただいたときにどのように対応すればよいのかなどがわからず、自分の勉強不足を痛感しました。展示会終了後には展示し終わった商品がメーカー間で物々交換されていました。

９月５日　　・広域流通部会議参加

・ｄ株式会社の自社ブランド商品撤去

・総務部人事グループにて総括

　午前中は広域流通部の定例会議に陪席させていただきました。お昼には私のインターンシップは今日が最後ということで、銀座の中華料理店に連れて行っていただきました。午後からは広域流通部Ｊ様・Ｅ様と幕張のｄ株式会社本社で行われているｄ株式会社の自社ブランドサンプル会の撤去に同行させていただいたあと、会社に戻り人事グループにて総括が行われました。

　上記の内容以外にも、お昼の休憩時間や、商談などの移動時間などに、お酒に関する質問や私の進路についての相談などにも答えていただける機会をたくさんいただきました。

３．実習を終了しての感想

　10日間インターンシップに参加させていただき、私が今まで考えていた営業という業務と今回実際に体験させていただいた業務が大きく違っていたことに気づきました。就職活動が始まる前にこの経験ができたことは私にとって非常に大きなことであると思います。また、今回のインターンシップを経て、自分に体力面、学力面のいずれにおいても足りない部分が多く見つかりました。就職活動が始まるまであまり時間はありませんが、できる限りの努力をし、就職活動に臨んでいきたいと思います。

　最後になりましたがこのような素晴らしい機会を与えてくださいました合同酒精㈱の関係者の皆様に、心より感謝申し上げます。本当にありがとうございました。
以上

(株)サンクスアンドアソシエイツ インターンシップ報告書

根本幸子

　2003年９月８日から９月１２日まで行われました(株)サンクスアンドアソシエイツ インターンシップのご報告を致します。
１．実習スケジュール
	日
	実習項目

	初日
	・オリエンテーション
・会社概要説明
・事前課題のまとめ・発表

	第２日
	・SVの仕事説明
・店舗見学（クイーンズスクエア横浜店、渋谷マークシティ店、その他競合店）

	第３日
	・店舗見学のまとめ

	第４日
	・日販向上研修会

	最終日
	・店舗見学発表
・講話
・自己分析


２．実習内容

９月８日　　・オリエンテーション

・会社概要説明
・事前課題のまとめ・発表

午前のオリエンテーションでは人事教育部シニアマネージャーの前田様より、コンビニの現状と(株)C＆Sおよび(株)サンクスアンドアソシエイツの取組みについて説明して頂きました。コンビニが登場してから約30年が経過し、昔と比較すると「量的成長から質的成長」へと変化しており、現在は淘汰時代であるとのことでした。また(株)C＆Sは、(株)サンクスアンドアソシエイツとサークルケイ・ジャパン(株)の全株式を所有する共同持株会社として2001年７月に発足した会社です。この(株)C＆Sが(株)サンクスアンドアソシエイツ、サークルケイ・ジャパン(株)の事業活動を支配・管理するとともに、今後は他のコンビニにはない売り方や新規商品の導入を図るそうです。
次に人事教育部人事担当マネージャーの安孫子様より、(株)サンクスアンドアソシエイツの組織と今後の経営についてお話して頂きました。CVS業界は競争がより激しくなり、革新的な提案により差別化戦略などを行っていかなければ、今後生き残ることが困難になってくるとのことでした。その為に、商品本部では、（お弁当などの）具材へのこだわりやパンのPB商品（ルネッサンス）の開発など、(株)サンクスアンドアソシエイツ独自の戦略をとっているそうです。このことを伺って、今の時代の生き残り戦争を直に感じるとともに、売上げに直結する商品本部の機能がいかに重要視されているかを知ることが出来ました。
最後に、実習生それぞれがエントリーした際に提出した課題を、グループごとにまとめて発表しました。課題では「２０～３０歳代のお客様（特に大学生）が多い店舗において、 １．どんな店作りをするか、２．どんなヒット商品を提案するか」のいずれかを選択し、自分の考えをまとめるといったものでした。これを機に、初めて他大学生とコミュニケーションをとることが出来て良かったです。
９月９日　　・SVの仕事説明

・店舗見学（クイーンズスクエア横浜店、渋谷マークシティ店、その他競合店）

２日目は、人事教育部の安孫子様よりSV（スーパーバイザー）の説明をして頂きました。SVとは他店と差別化を図る、又は他店より勝る店舗を作るために「販売の現場に密着し、店舗経営の全てをサポートする仕事」のことです。そして、このSVの仕事の中で印象に残った業務は、ポスター・POPによる販売促進活動です。これはSVが店舗のクルー（アルバイト）に直接指導して、店舗ごとに作成するそうです。この様にして店舗独自の販売促進活動を行うことで、集客効果を挙げることができるそうです。また、自分よりも年上である店長やオーナーを指導しなければならないこと、一人のSVで７～８個もの店舗を担当することなど、SVの仕事はとても大変だということでした。たとえ店舗改善の知識があったとしても、年配の方を指導する能力がなければSVという仕事は勤まらないと思いました。
午後は、６つのグループに分かれて（１グループ５人）、(株)サンクスアンドアソシエイツの店舗を見学しました。私の班は、桜木町にあるクイーンズスクエア横浜店と、渋谷マークシティ店を訪問しました。私達はSVの視点から、店舗内の総合的な陳列・配置を見学しました。また、店員の袋詰の対応を見る為に、同じ袋に入れてほしくない「温かい、冷たい、形が崩れやすい、濡れてほしくない」といった商品を同時に購入し、店員の袋詰作業の様子なども見学しました。
９月１０日　　・店舗見学のまとめ

３日目は、最終日に行われる店舗見学発表会の準備をしました。グループごとに店舗見学に行った際の改善提案を、２枚の模造紙に仕上げる作業でした。いくつも考えた提案の中から発表したい提案を選び出し、模造紙の構成を決める作業は想像以上に大変なものでした。この作業で、５人の意見をぶつけ合ったことはとても新鮮でした。また、限られたスペースの中で自分達が伝えたいことをまとめる作業もプレゼンテーション能力の一つだと思いました。
９月１１日　　・日販向上研修会

４日目は、(株)サンクスアンドアソシエイツの加盟店に向けて開催される「日販向上研修会」を見学しました。商品関連のブースは、「フレッシュフーズ部、デイリーフーズ部、サービス部、グローサリー部、ドリンク部」の５つのブースで構成されており、新しく開発した商品、秋の新商品などを展示していました。また加盟店の人に試飲・試食を出来るようにすることで、新しい情報を提供し、今後の売り場をイメージさせる場でした。この中で私は「フレッシュフーズ部」の取組みに深く関心を持ちました。それは米飯類（お弁当・おにぎり）が「保存料ゼロ」のチルド米飯になり、家庭の味を実現させていたことです。保存料を使用していないにも関わらず、保存料使用時の鮮度とほぼ変わらないということを伺い、とても驚きました。
９月１２日　　・店舗見学発表
　　　　　　　・講話
・自己分析

午前中は、店舗見学発表会が行われました。私はこの発表会を通じて、他大学生とのプレゼンテーション能力の差を感じました。彼らのプレゼンテーションは、今までに私が聞いたこともないほど、明確に伝わるものでした。それは、自分の伝えたいという気持ちが全面に出ていて、納得のいく説明でした。このことにより、プレゼンテーションでは、内容よりも自分が言いたいことをはっきりと相手に伝えることが、最も大切なのだと実感しました。これこそ私の理想とするプレゼンテーションでした。
講話では内部監査室シニアマネージャーの岡本様から、(株)サンクスアンドアソシエイツが求める人材は、①「人の話を聞くことで視野を広げ、時代の変化に対応出来る人」、②「結論だけを求めずに、目的をしっかりと見据えられる人」、③「(株)サンクスアンドアソシエイツに将来性を見出せる人」、であるとのお話がありました。
自己分析は、店舗見学で一緒になったグループの学生同士で行われました。それぞれがメンバーの印象を打ち明けあうことで、他人から見た自分を知ることの出来る良い機会となりました。

３．実習を終了しての感想

今回(株)サンクスアンドアソシエイツのインターンシップを通して、勉強になったことが大きく分けて２つあります。一つ目は、SVという仕事を体験出来たことです。他店との差別化を図る為に新たな改善案を提案する実習は、とても興味深いものでした。SVはとても責任が重く大変な仕事だと感じる反面、やりがいのある仕事なのだと感じました。二つ目は、他大学生から大きな刺激を受けたことです。彼らは言うまでもなく、このインターンシップに一般公募という難関を通り抜けてきた優秀な人たちです。彼らと、５日間共に実習を受けられたことは、私にとって大きな財産となりました。今後に控える就職活動においても、大東文化大学という枠にとらわれず、他大学生に刺激を受けながら頑張っていきたいと思います。
　最後になりましたがこのような素晴らしい機会を与えてくださいました(株)サンクスアンドアソシエイツの関係者の皆様に、心より感謝申し上げます。本当にありがとうございました。
以上

大和ハウス工業(株)住宅事業部インターンシップ報告書

本木秀幸

　2003年８月１８日から２９日まで行われました大和ハウス工業(株)住宅事業部インターンシップのご報告を致します。実習内容は以下の通りです。

１．実習スケジュール

	日
	　　　　　　　　　　　実習項目

	初日
	・開講挨拶
・オリエンテーション
・会社概要説明
・講義：「礼儀マナーについて」

・講義：「インターンシップと就職について」

	第２日
	・講義：「事業内容、営業の役割、商品について」

・講義：「大和ハウス入居者フォローについて」

・D-TEC見学

	第３日
	・二班に別れての展示場見学（瀬田展示場、浜田山展示場）

・営業体験

・工事現場見学

	第４日
	・講義：「現地調査及び、役所調査について」

・敷地実測

・敷地図作成

・役所調査

	第５日
	・アフター同行訪問　

	第６日
	・プランニング演習（書き方）

	第７日
	・プランニング作業（ゾーニング～スケッチプラン）

	第８日
	・資金計画書作成

	第９日
	・プランニング作業（色塗り～完成）

	最終日
	・インターンシップ全体の振返り
・成果発表会

・懇談会


２．実習内容

８月１８日　　・開講挨拶
・オリエンテーション
・会社概要説明
・講義：「礼儀マナーについて」

・講義：「インターンシップと就職について」

 　初日は、これからの２週間どのような姿勢で取り組めば良いのかについてのレクチャーを中心に行われました。まず渡辺人事部長より、受身ではなく積極的に参加すること、どんなことでも記録をすること、分からないことは確認することの３点を心得とする、というお話をして頂きました。そして次に濱人事課長より、何事においても、教えてもらうのを待つのではなく自ら学び取ろうとすることが大切である、というお話をして頂きました。これらのお話を伺い、私はこれからの２週間、何事も積極的に取り組んでゆこうという気持ちを再認識しました。

８月１９日　　・講義：「事業内容、営業の役割、商品について」

・講義：「大和ハウス入居者フォローについて」

・D-TEC見学

　この日の午前中は、各事業部ではどの様な仕事を行っているのか、どの様にしてお客様を探しているのかについて、お話をして頂きました。

午後はお客様相談センターの高井センター長より、家を購入後の定期点検について説明をして頂きました。そこでは、購入時の商品満足だけではなく、その後のお客様の生活をフォローする事の大切さについて、お話しして頂きました。
D-TEC見学では、大和ハウスの考える理想の未来都市を見学させて頂きました。
８月２１日　　・二班に別れての展示場見学（瀬田展示場、浜田山展示場）

・営業体験

・工事現場見学

　私は瀬田展示場を見学しました。午前中は、展示場での仕事や営業方法についてお話しをして頂きました。

午後は、飛込営業に同行させて頂きました。まずは、飛込営業をするにあたり、図書館で区画整備が行われる場所を調査しました。そして、区画整備に該当する住宅を選び、飛込営業をすることにしました。８件ほど訪問したのですが、居留守を使われたり、説明すら聞いてくれず、結局１件しか応じてくれませんでした。玄関を開けて説明を聞いて下さった方は、やはり新しい住居を探していました。ここで社員の方は信用を築くために笑顔を絶やさずに説明していました。飛込営業に同行させて頂き、信用を築くための難しさを実感することができました。

８月２２日　　・講義：「現地調査及び、役所調査について」

・敷地実測

・敷地図作成

・役所調査
 　この日は埼玉支店に行きました。ここでは、住宅を建てるためにはどのような法律が関わっているのか説明して頂きました。その後、実際に敷地の調査をして敷地図の作成をしました。最後に役所に行き実測した土地はどのような土地なのかを調べました。

８月２３日　　・アフター同行訪問

　この日は、定期点検に同行させて頂きました。どの様なことを点検するのか実際に見ることができました。二軒のアフター点検を行い、そのうち一軒のお客様が大和ハウスのよい所、悪い所についてお話して下さいました。会社の方々とはまた違った視点からお話して頂いたので、とても勉強になりました。
８月２５日　　・プランニング演習（書き方）

　午前中はプラン実習を開始するにあたって、住宅のプランについての知識を学びました。ここでは、敷地条件（日照、通風、眺望、法律など）を読み取り、建物配置や外構計画を合わせて考えるという内容について学びました。
午後は、午前中にお話しして頂いたことを念頭に置いて、家族構成やお客のニーズを設定し、大枠での家の間取り、外構を図面に書き下ろす作業を行いました。

８月２６日　　・プランニング作業（ゾーニング～スケッチプラン）

　この日は、佐々木街並設計課長と出田様が一人ひとりに、大枠で決めた間取り図についての指導をして下さり、修正作業を行いました。修正が完了したその後は、立面図のスケッチについて説明を受けながら立面図作成に取り掛かりました。

８月２７日　　・資金計画書作成
この日は一日を通して、渡邉事業推進部主任の指導を受けながら、資金計画書を作成していきました。そこでは、私達がプランニングした家に掛かる費用を計算しました。また、お客の年収を想定してどの住宅金融にどれだけの年数でお金を借りるのがお客にとってベストな返済計画になるのかを計算しました。この作業は、自分が返済する立場になって考え、無理のない返済計画をたてるのに苦労しました。

 
８月２８日　　・プランニング作業（色塗り～完成）

この日は、プランニング作業の最終日で、今まで作成した図面に色を塗る作業を行いました。一番苦労したのは、立面図の強調する部分の塗り方や影入れをすることでした。この作業はとても難しかったので、何度も他の用紙で色を塗る練習しながら完成させていきました。

８月２９日　　・インターンシップ全体の振返り
・成果発表会

・懇談会
　この日の午前中は、インターンシップ全体の振り返りをしました。そこで、濱人事課長より、面接やその他話しの中でも、漠然としたあいまいな表現では社会では通用せず、具体的な表現をしなければならないことを学びました。私も今後はこの様なことに気を付けなければいけないと強く感じました。

午後からの成果発表会では、事業部ごとの発表が行われました。各事業部発表を聞き、他事業部のやってきた内容だけでなく、発表のし方や話し方を学ぶことができました。私は他の実習生の発表を聞いて、自分の力のなさを実感しもっと頑張らなければならないと痛感させられました。
 
３．実習を終了しての感想

このインターンシップを通して、私自身の変えていかなくてはならないことは、もっとはっきりと相手に聞こえやすいように話すこと、自信を持って堂々と行動すること、話す時や文章を書く時は具体的にして相手が理解できるようにすること、新聞や本を読んで勉強し知識をもっと付けていくこと必要だと認識することができました。

自信を持って行動することと知識が少ないことは他学生と一緒に行動して痛感させられました。他学生はいつも自信を持って行動していたし色々なことを知っていたのですごいと思うことばかりでした。
これらの事に気付くことができ、今後の学生生活や就職活動に対して明確な目標が生まれ、とても良い経験になりました。
最後となりなしたが、この様な素晴らしい機会を与えてくださり、そして非常に丁寧なご指導をして下さった大和ハウスの皆様に大変感謝しております。本当に有難うございました。

以上

大和ハウス工業(株)集合住宅事業部インターンシップ報告書†）
上竹慧司　　伊藤恵里
　2003年８月１８日から２９日の期間に行われました大和ハウス工業(株)集合住宅事業部インターンシップのご報告を致します。集合住宅事業部インターンシップのメンバーは、国士舘大生１名、中央大生１名、大東大生２名（上竹、伊藤）の計４名で構成されておりました。
１．実習スケジュール
	日
	実習項目

	初日
	・講義：「不動産産業の事業環境および市場環境について」

・講義：「業務フロー　営業業務知識」

	第２日
	・市川市妙典エリア（区画整理地）の見学

	第３日
	・同行訪問（市川営業所）
・住宅展示場見学

	第４日
	・マッピング説明

・行徳エリアマッピング

・東京支社へ戻り報告

	第５日
	・講義：「現地調査知識」
・講義：「税務知識」
・講義：「顧客のニーズについて」
・企画提案手法説明

	第６日
	・企画提案手法説明
・企画提案書作成

	第７日
	・講義：「設計知識、プランニング」
・配置計画書作成

	第８日
	・企画提案書作成

	最終日
	・全体の振り返り

・成果発表準備

・成果発表会

・懇談会


２．実習内容

８月１９日　　・講義：「不動産産業の事業環境および、市場環境について」（事業推進部　Ⅰ上
　　　　　　　　席主任）

　　　　　　　・講義：「業務フロー　営業業務知識」（Ｙ主任）

　午前中はアパート経営をする顧客の減少、アパートに住む人の減少など、今の厳しい現状をご説明いただきました。また、午後からは営業業務の流れについて講義していただきました。Ｙ主任のご経験に基づいた探客活動から契約までの一連の流れをお伺いしました。営業の辛さとやりがいについて、水を掛けられても犬に噛まれても通い続け、契約を成立させたというお話までしていただきました。
８月２０日　　・市川市妙典エリア（区画整理地）の見学

　東西線妙典駅にある市川営業所の周りを大和ハウス工業(株)の物件ばかり３０件ほど見学して回りました。歩いているうちに分譲マンションのモデルルームを発見し見学させていただきました。
　このエリアは区画整理が行われており、比較的老朽化の進むようなアパートは少なく、若いファミリーをターゲットとした２ＬＤＫ～３ＬＤＫの物件ばかりでした。街づくりは不動産屋によって決まるという営業所の方のおっしゃっていたとおり、街の人たちのほとんどがそういった若いファミリーばかりでした。
８月２１日　　・同行訪問（市川営業所　Ａ様）

　　　　　　　・住宅展示場見学

　営業所社員の方に着き、実際に大和ハウス工業(株)でアパートを建てるオーナーの方への挨拶、打ち合わせに同行させていただきました。その際、オーナーの方への質問もさせていただきました。質問内容は「なぜ大和ハウス工業(株)でアパートを建てようと決めたのか」ということです。プレハブ住宅ですので、工場生産の建物です。流行のしゃれた個性的な外観というわけではないですが、大和ハウス工業(株)というブランドと、建物自体がしっかりしていそうだったからと言う回答をいただきました。また、営業の方の人柄も関係してくるそうです。営業職には、向き不向きがあり、誰でもできるわけではないということを知りました。
８月２２日　　・マッピング説明（Ｂ所長）

　　　　　　　・行徳エリアマッピング

　　　　　　　・東京支社へ戻り報告（Ｃ課長）

　マッピングというのは土地を探す活動で、エリアの地図上で①老朽アパート・家作、②駐車場（砂利・アスファルト）、③更地・畑、と３つに色分けする作業のことを言います。上竹・伊藤グループは妙典のとなりの行徳エリアを担当しました。
　このエリアの特徴として、以下３点が挙げられました。
・とにかく小さな商店が多く、小学生くらいの子供がいるようなファミリー層が多い

・老朽アパートがいたるところにあり、建替えを勧めやすそうな物件が多く見られる

・更地や畑は非常に少ない、何かしら建っている土地ばかり

　その後集合住宅の営業は、マッピングした地図から適地をピックアップし、法務局で謄本をとり、オーナーを見つけ、訪問する・・・という手順を踏みます。
８月２５日　　・講義：「現地調査知識」（Ⅰ上席主任）
　　　　　　　・講義：「税務知識」
　　　　　　　・講義：「顧客のニーズについて」（Ａセンター長）
　　　　　　　・企画提案手法説明（Ｙ主任）
　税務知識では、賃貸住宅を提案する際に必要になる税金の知識を教えて頂きました。賃貸住宅を建てた土地と更地ではどれだけの税金の差が出るのか、実際に計算しました。同時に、この内容を顧客に分かり易く伝え、納得させることは難しい作業だと感じました。
　午後からは、Ａセンター長様から顧客のニーズに応えるには、提案をする土地の利用価値を見極めることと、多面的な市場調査が大切だということを伺いました。
　この日は、税金の計算は出来ても、なかなか顧客と話しをするところまで持っていけない営業のもどかしさを教わりました。また、単純な計算も重要なのだということを学びました。
８月２６日　　・企画提案手法説明（Ｙ主任）
　　　　　　　・企画提案書作成

　企画提案手法では、交通、生活利便、周辺環境などを総合的に診断し、顧客が所有している土地は皆が欲しがっている土地であると示す手法で、いかに賃貸経営に興味を持って貰うことができるか、また、それがどれほど大切なことかということを教えて頂きました。多くの情報を顧客に提示するとたいていの顧客は混乱するため、集めた情報の中から必要最低限の情報だけを提示することがとても重要だということを、Ⅰ上席主任よりお話していただきました。
　その後、実際に私たちが先週マッピングをした土地で、周辺環境やアクセスについて企画提案書を作成しました。
８月２７日　　・設計知識、プランニング（Ｙ主任）
　　　　　　　・配置計画書作成

　集合住宅事業は“見えない入居者”を考える事が前提だと、教えて頂きました。個人住宅事業は、頼まれた商品をそのまま造ればよいが、集合住宅事業は誰もが住みたくなるような建物を造り、入居者を集めなければなりません。その為には、市場調査を徹底的に行い、建物が周辺環境に合っているのかを分析し、その土地に適している建物の配置を考えます。基準や法律の制限下で、その全てをクリアする最大の建物を設計・配置することが重要で、これはとても難しいということを教わりました。
　実際に配置してみると難しさがよくわかり、Ｙ主任には４棟の建物が建つと言われる広さの敷地に３棟の建物を配置する作業に２時間もかかってしまいました。戸数分×１．５台の駐車場や、自転車置き場、物置など様々な配置条件があったにせよ、固い頭ではなかなかできませんでした。
　今まで見てきた大和ハウス工業(株)の集合住宅はすべての基準をクリアし、土地を最大限に生かした素晴らしい建物を建設しており、私たちではとてもうまく配置できないと実感致しました。

８月２８日　　・企画提案書作成

　この日は、２９日の成果発表に向け、企画提案書を作成しました。集合住宅部門は２つに分かれており、２グループでの発表という形をとりました。グループは名前順で伊藤・上竹、松原（中央大生）・吉田（国士舘大生）と分けられました。私達のグループは、間取り図とマネージメントプランを上竹、配置図とマーケットリサーチを伊藤、のように分担し作業を行いました。両グループとも作図に時間をかけすぎてしまい、思うようには作業が進みませんでした。このことで、決められた時間の中で最大限の成果をあげることの難しさと、厳しさを４人とも学びました。
８月２９日　　・全体の振り返り

　　　　　　　・成果発表準備

　　　　　　　・成果発表会

　　　　　　　・懇談会

　成果発表は、各事業部２０分という制限時間内での発表でした。私達は２グループに分かれていたので持ち時間は、実質１０分でした。その時間の中で１０日間の成果を伝えられるのか、とても不安で緊張しました。本番は私達なりに精一杯の力を出したつもりでしたが、時間切れで全てを伝える事は出来ませんでした。昨日の反省を活かせず、時間を有効に使うことができなかったことで、とても悔しい思いをしました。
３．実習を終了しての感想

上竹慧司
　今回のインターンシップを通して、数多くの刺激を受けることが出来ました。

最も刺激を受けたことは、企業の方の時間の使い方です。今まで私は、ダラダラと時間を無駄に使っていました。その為、作業能率も悪くとても苦労しました。しかし、企業の方々は無駄なく時間を使い仕事をしているように見えました。この違いは、自分に責任感と目的意識が無かったからだと思います。今までの生活を振り返ると、私には妥協が多かったように思います。仕事での妥協は、会社に損害を与えすべての人に影響します。これからは、行動１つ１つに責任を持ち、時間を自分の成長の為に使いたいと思います。
　また、このインターンシップ期間に交わした全ての会話が、自分にプラスになったと思います。大和ハウス工業(株)の社員の方々や他大学生との会話を通じて、私はまだ何事にもあまり積極的に行動していないということが分かりました。一番刺激を受けたのは同じグループでリーダーを勤めた人で、彼は就職に向け、セミナーを開き、他大生と情報交換をするなど、何事にも一生懸命で、とても積極的に活動しているようでした。彼のような人にも負けないよう、これからは何事にも積極的に行動しようと思います。
　最後になりましたが、このような素晴らしい機会を設けて頂いた大和ハウス工業(株)の方々に心より感謝申し上げます。本当にありがとうございました。
伊藤恵里
　前半の５日間では、営業活動やマッピングについて学びました。また、区画整理地の住宅やアパートを、不動産業者の目で見学するということも新しい経験でした。このアパートには外部の設計士がいるとか、これはＬ３造であるとか、鉄筋コンクリート造であるとかなど様々な見方が変わり、電車で見る景色、住宅街の風景も以前とは違って見えるようになり、どの建物が大和ハウス工業(株)のものか大体分かるまでになりました。
　また、全体を通して人と接することの大切さを学びました。今回お世話になった大和ハウス工業(株)事業推進部・人事部の方々、周りの仲間に大いに刺激され人間的に何か変化したのではないかと思います。私たちのグループには班のリーダーと全体のリーダーを自ら喜んで買って出るような他大生もいました。様々な人から刺激を受け、みんなに負けないよう努力しました。身近に、ビシビシと影響を与えてくれる存在がいるといないのでは、自己の成長に差がでると実感しました。
　また、上竹君の感想にもあるように、時間の使い方の重要さを改めて理解することができました。私も企業の方のように効率のいい作業を心がけ、これからの就職活動までの短い時間を有効に使いたいと思います。
　最後になりましたが、このような素晴らしい機会をお与えくださいました大和ハウス工業(株)の方々には心より感謝申し上げます。皆様のおかげで、不動産業界に大きな興味を持つことができました。本当にありがとうございました。

以上

大和ハウス工業(株)流通店舗事業部インターンシップ報告書

太幡　誠

　2003年８月１８日から２９日まで行われました大和ハウス工業(株)流通店舗事業部インターンシップのご報告を致します。流通店舗事業部インターンシップのメンバーは、中央大学生1名、駒沢大学生1名、成蹊大学生1名、および私の計4名でした。
１．実習スケジュール

	日
	実習項目

	初日
	・開講挨拶
・オリエンテーション

・会社概要説明
・講義：「礼儀マナーについて」

・講義：「インターンシップと就職について」

	第２日
	・講義：「流通店舗事業とは」

・講義：「LOCシステムとは」

・講義：「基本業務フローについて」

	第３日
	・講義：「マーケティングとマッピングについて」

・マッピング実習

	第４日
	・講義：「現地調査について」

・現地調査実習

	第５日
	・同行営業実習

	第６日
	・講義：「法令調査・登記調査実習について」

・法令調査・登記調査実習

	第７日
	・施工物件見学
・講義：「企画提案の行い方」

・土地利用計画書作成実習


	第８日
	・土地利用計画書作成実習

	第９日
	・土地利用計画書作成実習

	最終日
	・インターンシップ全体の振返り
・成果発表会

・懇談会


２．実習内容

８月１８日　　・開講挨拶（渡辺人事部長）　

・オリエンテーション（濱人事課長、人事部市川様）

・会社概要説明（人事部大山様）
・講義：「礼儀マナーについて」（照沼主任、市川様）
・講義：「インターンシップと就職について」（濱課長）
 　初日は、これからの２週間をどう取り組めばよいかについてのレクチャーを中心に行われました。渡辺人事部長からは、前向きな姿勢で取り組むこと、とにかくメモをとること、思い込みで行動せずに確認をとることの３点を心得としてお話頂きました。また濱課長からは、インターンシップで得られるものは一人一人の問題意識によって異なるというお話を伺い、これからの２週間を貪欲かつ積極的な姿勢で臨む気概を持ちました。
８月１９日　　・講義：「流通店舗事業とは」（藤田事業部長、村田主任）

・講義：「LOCシステムとは」（村田主任）

・講義：「基本業務フローについて」（村田主任）
　２日目は１日を通して流通店舗事業部について深く学ばせて頂きました。午前中は、大和ハウス工業(株)が土地オーナーとテナントの間に仲介として入る事による３者のメリットや、実際に手掛けたテナント等について、藤田事業部長及び村田主任にご説明頂きました。その後、LOC（Land Owner and Company）システムについて説明して頂きました。LOCシステムとは、流通店舗事業部の根幹となるシステムで、土地オーナーとテナントの間を大和ハウス工業(株)が仲介するシステムです。午後には、村田主任から、システムの業務フローについて実体験を織り交ぜながら説明して頂きました。これにより、それまで漠然としていた業務内容をより具体的に掴むことが出来ました。

８月２０日　　・講義：「マーケティングとマッピングについて」（村田主任）

・マッピング実習

　３日目はマッピングを行いました。この作業は実際に現地に足を運び、現況を確認しながら、活用可能な土地（空地、駐車場、老朽家屋）を見つけ、地図に印を付けていく作業です。今回私が担当した場所は光が丘で、二人一組で行いました。実際に現地でマッピングを行ってみると、何にも使用されていない空地があっても区画が三角であったりして、良い土地がなかなか見つかりませんでした。一筋縄では行かない仕事の難しさを痛感しました。
　また、業務の最終的な目的は活用可能な土地にテナントを付けることである為、エリア周辺のマーケット特性の把握も同時に行いました。このことから、仕事とはただ単に決められたことを行うのではなく、常に目的を考えて行うものであることを学びました。

８月２１日　　・講義：「現地調査について」（村田主任）

・現地調査実習

 　４日目は、私が実際にターゲットにした１つの土地を隈なく調べる、現地調査という作業を行いました。普段気にも留めないマンホールや街路樹、歩道など細かな部分にまで気を配って調査を行うと、前日には見えなかった対象地の特徴が見えてきました。対象地の近くには街路樹が立ち並び、遠方からでは対象地が目に付きにくいこと、また、対象地周辺のマンホールを調べることで対象地に上下水道、消火栓の整備がされていることを把握出来、新たな発見の連続でした。
　この現地調査は様々な視点からモノを見なければならず、あらゆることに対し興味のアンテナを張る必要がありました。この作業を通して、普段何気なく歩いている街並みでも色々な要素が絡み合って成り立っていることを学び、土地を見る目が大きく変わりました。

８月２２日　　・同行営業実習（安田様）
　５日目は営業の方１人に実習生１人がつき、実際の営業に同行させて頂きました。私は飛び込み営業と契約の商談という２種類の営業局面に立ち合わせて頂きました。
　飛び込み営業では、インターホンだけで門前払いをされてしまい説明さえ聞いて頂けない、厳しい現実を目の当たりしました。安田様のお話によると、１回目で興味を示してくれる地主さんはまずいないそうです。営業とは時間をかけて粘り強く行う地道な業務であることを学びました。
　契約の商談では、たくさんの書類が交わされる、営業において最も慎重な作業を要する場面に立ち合わせて頂きました。
　また、移動中の車内では、安田様が携わった物件のお話、仕事のやりがい、会社の雰囲気など様々なお話をお聞きすることが出来ました。営業の最前線でお仕事をされている方からお話を伺えたことは、就職活動を間近に控えている私にとって貴重なものとなりました。

８月２５日　　・講義：「法令調査・登記調査実習について」（村田主任）

・法令調査・登記調査実習
　６日目は法令調査・登記調査を行いました。この実習は担当エリアの区役所と法務局に行き、必要な情報や書類を入手する作業でした。登記調査では、法務局にて対象地の登記事項証明書・要約書を入手しました。その入手した書類から、どこからどこまでが誰の土地であるか、抵当権、地上権が付いている土地であるか確認をしました。法令調査では区役所に行き、対象地の用途地域の確認、人口・世帯数の調査を行いました。土地に対する知識の薄かった私にとって、法令による様々な制限の存在を知ることが出来てとても勉強になりました。

８月２６日　　・施工物件見学（村田主任、大島様）

・講義：「企画提案の行い方」（村田主任）

・土地利用計画書作成実習
　７日目は午前中に西尾久にある施工物件の見学をさせて頂きました。その物件の担当をされている大島様から契約に至るまでの過程を説明して頂きました。また、大島様より、地主さんを納得させるには多角的な説明を要するため、幅広い知識が必要であるとのお話を頂きました。
　午後には、村田主任より、企画提案の行い方について説明して頂ました。企画提案は相手の心に響くもの、そして相手に好感を持ってもらうものにする必要があることを教えて頂きました。

８月２７日　　・土地利用計画書作成実習
　８日目は最終日に発表する土地利用計画書の作成を行いました。この日は、今まで集めた情報を下に、立地特性、商圏特性、マーケット特性をまとめ、対象地のテナント想定を行いました。私の担当した対象地はどんなテナントでも付きそうな良い立地環境であったので、最も適当なテナントを考える作業は大変難しい作業でした。
 
８月２８日　　・土地利用計画書作成実習
　９日目も、前日に引き続き土地利用計画書の作成を行いました。この日は、前日に私達が想定したテナントの計画では実際にどのくらいの収支でどのくらいの利益が見込めるのかといった、現実問題での考察を行いました。その結果、私達が適当であると導き出していたテナントでも、家賃などの資金面から計画倒れになってしまうという、厳しい現実にぶつかりました。
　また、この日は翌日の成果発表会で使用するパワーポイントの作成に追われました。作成は思うようにはかどらず、限られた時間内で、自分達が納得の行くパフォーマンスを上げることの難しさを強く実感しました。

８月２９日　　・インターンシップ全体の振返り（濱課長）

・成果発表会

・懇談会
　１０日目は午前中にインターンシップ全体を振返りました。濱課長より、漠然とした表現や曖昧な表現からでは話を聞いてもらう相手に何も伝えられないことを学びました。
　午後の成果発表会では、極度の緊張のため、自分の伝えたいことを上手く表現することが出来ませんでした。この発表を通じ、プレゼンテーションの難しさを改めて痛感しました。プレゼンテーション力を磨くことは、私の大きな課題として浮き彫りになりました。

 
３．実習を終了しての感想

今回のインターンシップ参加者２２人中１５人が他大学生だったことで、多様な価値観や考え方に触れることに繋がり、自分自身を客観的に見つめ直す良い機会となりました。そのことにより、私には特に自分の考えを伝える力が足りないということが浮き彫りになりました。これは、特に、プレゼンテーション作成段階でのメンバーとの意見交換や成果発表会で強く感じました。これからは自分の考えを相手にしっかりと伝えることが出来るよう、物事を論理的に考え、今まで以上にプレゼンテーションの機会を大切にしていきたいと思います。

 

　最後になりますがこのような素晴らしい機会を与えてくださいました大和ハウス工業(株)の皆様に、心より感謝申し上げます。本当にありがとうございました。
以上 

 大和ハウス工業(株)鋼管構造・建築事業部
インターンシップ報告書

坂入正崇

2003年８月１８日から２９日の期間に行われました大和ハウス工業(株)鋼管構造・建築事業部インターンシップのご報告を致します。鋼管構造・建築事業部のインターンシップ生は、成蹊大生１名、法政大生１名、および私の計３名で構成されていました。

１．実習スケジュール

	日
	実習項目

	初日
	・開講挨拶
・オリエンテーション
・会社概要説明
・講義：「礼儀マナーについて」

・講義：「インターンシップと就職について」

	第２日
	・講義：｢鋼管構造・建築事業の概要について｣
・営業同行
・講義：｢設計・工事業務について｣

	第３日
	・現場見学
・先輩社員との懇談会

	第４日
	・講義：｢今後の高齢化社会について｣
・施設見学

	第５日
	・市役所での調査 

	第６日
	・現地調査実習

	第７日
	・現地調査実習
・講義：｢市場調査書作成について｣

	第８日
	・市場調査書作成

	第９日
	・市場調査書作成

	最終日
	・インターンシップの総括

・成果発表会

・懇談会


 ２．実習内容

８月１８日　　・開講挨拶
　　　　　　　・オリエンテーション
　　　　　　　・会社概要説明
　　　　　　　・講義：「礼儀マナーについて」

　　　　　　　・講義：「インターンシップと就職について」
初日は、このインターンシップへの取り組み方についてのレクチャーを中心に行われました。最初に渡辺人事部長より、前向きな気持ちで取り組むことやメモを取ることの重要性をお話していただきました。次に濱人事課長より、自ら問題意識を持ち積極的に学ぶ姿勢が大切であることを教えていただきました。この１０日間をどう取り組めば良いかについて深く考えることが出来ました。

 

８月１９日　　・講義：｢鋼管構造・建築事業の概要について｣
　　　　　　　・営業同行
　　　　　　　・講義：｢設計・工事業務について｣
 　２日目は、午前に鋼管構造・建築事業部が２本柱としている介護・医療施設と物流施設について説明していただきました。

午後は浦川次長と播田次長の取引先企業への営業に動向をさせていただきました。応接室にて、既存施設へのクレームの対応や今後の打ち合わせの様子を拝見でき興味深かったです。

８月２０日　　・現場見学
　　　　　　　・先輩社員との懇談会
３日目は花岡様のご案内で武蔵村山にある巨大な流通倉庫を見学させていただきました。この建築物を実現させた、建築方式の提案営業の内容をお聞きして営業の重要さや仕事のやりがいを知り、とても興味が湧きました。次に、千葉にある建築途中の現場を見学させていただきました。多くの人の関わりにより一つの物が出来上がるという事実を実感しました。

その後会社に戻り、入社１年目の藤田様とお話させていただきました。歳の近い人ということもあり、就職動機や社会人になっての感想などを気軽にお聞きすることができました。

８月２１日　　・講義：｢今後の高齢化社会について
　　　　　　　・施設見学
４日目は千葉支店にて、高橋課長と井上所長から、医療介護の現状や特徴についてお話を伺いました。通常、医療介護施設の営業は医師とか福祉団体などに対して行います。そして、医療介護施設のための営業には、医療関係者の紹介や、医療設備に関する医師並みの知識が必要であり、難しさを感じました。その後は実際に利用されている介護施設を見学しました。施設を注意深く見ることによって、普段使っている建物と介護施設の違いに気づくことができました。

８月２２日　　・市役所での調査 
５日目は営業に必要な調査書の作成のために、市役所に行って介護福祉窓口で担当の方にお話を伺いました。その自治体の福祉介護施設建設計画や高齢者問題などを主に聞かせて頂きました。その後、市役所の方に教えて頂いた介護施設を訪れ、職員の方に利用状況などを伺いました。また利用者の方々とふれあい高齢問題について考えるきっかけになりました。

 ８月２５日　　・現地調査実習
６日目は引き続き市役所での調査を行いました。３市を回りそれぞれの担当の方から、各市の問題点や計画を伺いました。住宅街には施設を作ることが出来ず、郊外での建設になってしまうことや、施設の利用よりも在宅介護を推奨し支援している市も多く、様々な事情があることがわかりました。

 

８月２６日　　・現地調査実習
　　　　　　　・講義：｢市場調査書作成について｣
７日目は電話による市役所調査を行いました。昨日までの直接市役所に出向くのとは勝手が違い、調査が難しく感じられました。言葉でしか伝える手段がないため、説明の技術が必要になってくることを感じました。

　その後は、成果発表のための調査書作成のポイントを高橋課長から教えていただきました。

８月２７日　　・成果発表用資料作成
８日目は東京に戻り千葉支店で集めたデータをもとに調査書作成に取り掛かりました。介護施設に関して営業プランを作成しました。そして、成果発表会用の資料作成に取り掛かりました。

 

８月２８日　　・成果発表用資料作成
 ９日目は８日目に引き続き成果発表会用の資料作成に取り組みました。限られた時間の中でいかにわかりやすいものを仕上げるかに苦労しました。

８月２９日　　・インターンシップの総括

　　　　　　　・成果発表会
　　　　　　　・懇談会
１０日目は午前中にこれまでの２週間の実習を各自振返りました。人事部濱課長より、成果発表では漠然とした表現は避けることや具体的な言葉を使って説明することの重要性を教えていただきました。

午後から成果発表会が行われました。発表ではとても緊張したこともあって、時間内に発表を終えることができず、時間配分の仕方などで反省点が残りました。指定された条件の中でよりよい発表をすることの難しさを思い知り、良い経験になりました。

３．実習を終了しての感想

今回のインターシップに参加して、関連事業部門の業務内容を知ったり営業を体験したりしたことで、営業・設計・建築のつながりやそれぞれの仕事がまとまることにより、ひとつの建物を作ることが出来ることを知りました。つながりというものが組織においていかに大事なことかを実感させられました。

また、地道な情報収集や知識を高めることの重要性を改めて知り、学ぶことの大切さを痛感しました。他には、限られた中での時間の使い方を考えるきっかけを得て、残りの学生生活を有効に使いたいと思いました。

このインターンシップはとても刺激的なものでした。このような機会を与えてくださった大和ハウス工業株式会社の皆様に、心より感謝いたします。本当にありがとうございました。

以上

大和ハウス工業(株)マンション事業部インターンシップ報告書

柿沼千恵子

　2003年８月１８日から２９日まで行われました大和ハウス工業(株)マンション事業部インターンシップのご報告を致します。実習内容は以下の通りです。実習初日と１０日目のみは全事業部合同で行われました。

１．実習スケジュール

	日
	実習項目

	初日
	・開講挨拶
・オリエンテーション
・会社概要説明
・講義：「礼儀マナーについて」

・講義：「インターンシップと就職について」

	第２日
	・完成物件見学　　代々木参宮橋のマンション

・講義：「マンション事業について」

・講義：「営業と用地の仕事内容について」

	第３日
	・講義：「商品企画の取り組み」

・講義：「イヴァンプロジェクトについて」

・講義：「新プロジェクト　都心プロジェクトについて」

・石神井台販売事務所へ移動し、物件概要説明

・「宅配」（チラシ配り）

	第４日
	・モデルルーム清掃

・営業の仕事内容説明

・営業マンの基本事項説明

・石神井台現地説明とマンション建設地確認

	第５日
	・モデルルーム清掃

・接客見学

・「宅配」（チラシ配り）

	第６日
	・講義：「友の会の取り組みについて」

・ロールプレイング見学（石神井台販売事務所にて）

・「宅配」（チラシ配り）

	第７日
	・資金計画勉強会と返済目安表の作成

・現地周辺の他物件調査

	第８日
	・成果発表用ツール作成

	第９日
	・販売事務所にて発表用ツールの修正

・感想文作成

	最終日
	・インターンシップ全体の振返り
・成果発表会

・懇談会


２．実習内容

８月１８日　　・開講挨拶　

・オリエンテーション
・会社概要説明
・講義：「礼儀マナーについて」

・講義：「インターンシップと就職について」
 　初日ということもあり、レクチャーを中心に行われました。まず渡辺人事部長より、インターンシップには積極的な姿勢で臨むことや、気づいたことはとにかくメモに取ることの重要性のお話をして頂きました。そして次に濱人事課長より、何事においても、教えてもらうのを待つのではなく自ら学び取ろうとすることが大切である、というお話をして頂きました。これらのお話を伺って、私はこれからの１０日間をどのように取り組んでゆくべきなのか、じっくりと考えることが出来ました。 

８月１９日　　・完成物件見学　　代々木参宮橋のマンション

・講義：「マンション事業部について」

・講義：「営業と用地の仕事内容について」

　この日の午前中は完成物件見学ということで、代々木参宮橋にあるマンションを見学しました。立地条件により、マンションのコンセプトやターゲットが決められてくること、また営業方法も違ってくるということを現地の営業の方から教えて頂きました。

午後はマンション業界での大和ハウス工業(株)の実績のお話をはじめ、都心マンションのターゲットが若年化しているというお話、営業という仕事内容とその心構えのお話などをして頂きました。また、用地の仕事内容についてのお話では、話してくださった方が駄洒落などをおっしゃる面白い方で、駄洒落混じりの他社との土地の奪い合いのお話はとても印象的でした。

８月２１日　　・講義：「商品企画の取り組み」

・講義：「イヴァンプロジェクトについて」

・講義：「新プロジェクト　都心プロジェクトについて」

・石神井台販売事務所へ移動し、物件概要説明

・「宅配」（チラシ配り）

　この日は、現場の石神井台販売事務所へ行きました。これから建設するマンションのモデルルームを見学し、このマンションのターゲットや「 売り 」について教えて頂きました。その後宅配（チラシ配り）を行ったのですが、ただ配れば良いのではなく、石神井台マンションのターゲットに合った住人を見極めて配ることが大切で、チラシ配り一つをとっても、営業の重要なお仕事であることを感じることが出来ました。

８月２２日　　・モデルルーム清掃

・営業の仕事内容説明

・営業マンの基本事項説明

・石神井台現地説明とマンション建設地確認

 　４日目の営業の仕事内容説明では、接客ばかりをしているのが営業の仕事ではなく、売る為の戦略を練ることや、建設地周りの住人の理解を得ることも大切な仕事であるとのお話をして頂きました。実際に建設地周辺を見ると、ベランダ等に「建設反対」の旗を出している家も数件みられ、近隣全ての住人にマンション建設の理解を得るのは難しいということを強く感じました。

８月２３日　　・モデルルーム清掃

・接客見学

・「宅配」（チラシ配り）

　スケジュールの中間である５日目は、実際に訪問されたお客様に対し、営業の方がどういう話し方で、どの様な気配りで、どう話を展開しているのか等を近くで見学することが出来ました。私としてはもっと、和やかな雰囲気を想像していたのですが、やはり、一生に一度、二度あるか無いかの買い物ですので緊張感が漂う感じがありました。
８月２５日　　・講義：「友の会の取り組みについて」

・ロールプレイング見学（石神井台販売事務所にて）

・「宅配」（チラシ配り）

　「友の会」とは、大和ハウス工業(株)のファンクラブのようなもので、会員になった人に、会員個人のニーズに合った地域のマンションの情報をいち早く紹介し、契約してもらうことを目的としたものです。「友の会」による契約率は高いため、今大和ハウス工業(株)では、ＨＰや新聞広告などで「友の会」のアピールを強化し、会員数を増やしていくことに力を入れています。

ロールプレイング見学では、お客にモデルルームを紹介する時の注意点を現場の営業の方に教えて頂きました。持っている知識をべらべらとしゃべりすぎるのはお客からあまり好まれず、お客によっては黙っていてほしい、とまで言われることもある為、お客に見合った営業をするよう、注意しなければならないとのことでした。私は会話中心の営業しか想像していなかったので、話すことを控えなくてはならない場合もあると知り、非常に驚きました。

８月２６日　　・資金計画勉強会と返済目安表の作成

・現地周辺の他物件調査

　資金計画勉強会では収入の何割程度を返済に充てるのが妥当かということを学びました。またローンについての勉強では、現在ボーナス無し払いでローンを組む方が多くなってきていると教えて頂き、ボーナスを当てにする事が出来ない、現在の不況が反映されている様子を感じ取ることが出来ました。

現地周辺の他物件調査では、分譲である石神井台のマンションと賃貸マンションとの比較をするべく、駅周辺の不動産屋へ行って情報を得たり、物件を見に行ったりしました。周辺の賃貸マンションと比較した結果、月々の支払いが分譲・賃貸共に同じくらいの額であっても、分譲の方が部屋の面積が広く、また防犯の為のセキュリティー性も高いことを発見することが出来ました。
８月２７日　　・成果発表用ツール作成

　この日は１日中支社にてＰＣなどを使わせて頂き、発表用のツール作成を行いました。私達マンション事業部に出された課題は、現地で携わっている物件を基に、自分達で架空のお客様をつくり、そのお客様に私達の物件がいかに良いものかを様々な角度から提案し、契約して頂くという、セールスツールを作成することでした。限られた時間内で課題を仕上げるというのはとても難しく、時間を有効に使うことの大切さを実感致しました。
 
８月２８日　　・販売事務所にて発表用ツールの修正

・感想文作成

　この日は、前日に作った発表用ツールを石神井台販売事務所の営業の方に目を通して頂きました。しかし、細かい部分の修正や、比較物件の変更を急遽行い、沢山の修正部分があった為非常に慌しく、時間があっという間に過ぎてしまいました。また、この日は現場での実習が最終日でしたので、感謝の意を込めて感想文を作成し、皆様に挨拶をしました。
８月２９日　　・インターンシップ全体の振返り
・成果発表会

・懇談会
インターンシップ全体の振返りでは、実習を通しての感想等を、一人一人意見を述べました。ここで、濱人事課長は、私達の意見に具体性が無い事をご指摘してくださいました。自分の意見を述べる時に具体性がないと、話に信用性がなく、何が言いたいのかを相手に伝わりません。このご指摘は、これから就職活動で、人前で意見を述べる事が多くなる私にとって、とても有り難く、大切なものでした。　
成果発表会ということで１日中緊張ばかりでした。他の事業部の発表を聞くことで、内容だけではなく、語りかけるような話し方や、仕草などが聞き手にどんな印象を与えるのかを学ぶことが出来ました。
 
３．実習を終了しての感想

今回のインターンシップで、社員の方と接する機会を頂いて、時間の使い方や、物事に対する見方、考え方など様々なことを学ぶことが出来ました。皆様一人一人に、会社や仕事に対する情熱を感じられ、組織を動かす様を目の前で見ることが出来、自分も将来、この社員の方々の様に情熱を持ち仕事をしたいと、強く思いました。

また、自分を見つめなおす時間も多くありました。それは、私の事業部には大東生が周りにいなかったことが大きく関わっていたと思います。他大学生は、自分の中に自分なりの強い意思をもっており、そしてそれに対しての自信も持っていました。そんな彼らと接することが出来て、私には、自分なりの強い意思が足りないことや、瞬時に反応し行動に移す力がないこと、自分にもっと自信を持つべきことに気づくことが出来ました。また、論理的な思考が出来ていないことにも気づき、もっと沢山の勉強が必要であると強く思いました。

沢山の友達が出来たことも、このインターンシップでの大きな収穫であったと言えます。インターンシップ終了後にマンション事業部で打ち上げをおこなったのですが、メンバー同士それぞれ刺激を受けていたらしく、お互い褒め合ったり、逆に悪いところを指摘しあったりと４時間も話し、真剣に腹を割って話せる関係を築くことが出来ました。実習中、様々な社員の方が口をそろえて仰っていたのが、人脈を広げなさいということでした。今回の実習で、この様な仲間が出来て刺激を受け、さっそく人脈の大切さを実感出来たと思います。

この様な大変素晴らしい機会を設けてくださった大和ハウス工業(株)の方々には本当に感謝の気持ちで一杯です。私にとって素晴らしい経験でした。今回得たこと全てをこれからの自分に活かして行きたいと思います。

以上
東京海上火災保険(株)個人商品業務部
インターンシップ報告書

高井道子   藤岡真寿美   村上梨沙   太田有美   坂入正崇

　2003年８月１１日から８月１５日に行われました東京海上火災保険(株)個人商品業務部インターンシップのご報告をさせて頂きます。

１．実習スケジュール
	日
	実習項目

	初日
	・全体説明

・セミナー：「個人商品戦略、火災保険・積立保険について」

・レポート・コンセプトの検討、作成

	第２日
	・セミナー：「損害保険について」

・日常業務体験

・レポート作成

	第３日
	・セミナー：「自動車保険について」

・日常業務体験

・レポート作成

・ケーススタディ

	第４日
	・日常業務体験

・レポート作成

・ケーススタディ

	最終日
	・レポート作成

・レポート最終報告および感想発表


２．実習内容

　今回インターンシップを通して、様々なことを学ぶことができました。保険についてのセミナーでは、保険について学ぶことが出来たと同時に自分が保険業界について勉強不足だということを痛感しました。特に、損害疾病Ｇの小谷様からの「保険金を支払うだけでなく、被保険者の病気に対する不安を解消していきたい。」というお話にはとても感激しましたし、自分も将来小谷様のような熱意を持って仕事をしていきたいと思いました。

　ケーススタディでは、携帯電話市場において、①シェアを拡大するためにはどのような選択肢があるのか、②その選択肢にはどのようなメリット、デメリットがあるのか、③その選択肢の中で何を選択するのか、についてディスカッションを行いました。ケーススタディを通して、企業では、アイデアの中身よりもアイデアを出した人柄をみるので、人から信用されなければならないということを学ぶことができ、改めて人間性の大切さを実感することが出来ました。

　募集帳票の問題点と改善案についてのレポート作成では、期限を守ることの重要さ、期限を守り良いレポート作成することの難しさを学ぶことが出来ました。また、レポート報告会では、社員の方々からお褒めの言葉を頂くことができ、とても感激しました。

　インターンシップでは、大学で体験できない様々なことを体験することができ、多くのことを吸収することが出来ました。そして、今回のすばらしい体験を活かして、今後の学生生活を充実したものにしていきたいと思いました。

　このような貴重な機会を与えて下さった東京海上火災保険(株)の皆様には心から感謝申し上げます。有難うございました。

高井道子（代表）

３．実習を終了しての感想

藤岡真寿美

　全くといっていいほど分からなかった保険について理解することができました。例えば、自動車保険においては、自分に過失がないときには保険料が支払われないということが分かりました。また、数字を入力するといった簡単な日常業務を体験しました。周りはみな社員の方だったので、とても緊張しました。日常業務の体験を通して、１日中パソコンの前に座って仕事をするということは私には向いていないのではないかと思いました。

　ほとんどの時間は、５日目に発表するレポートを作成しました。７つのパンフレットを読んで、第一印象、色彩・イラスト、レイアウト、文字数・文字の大きさ、センテンス、紙質といった点から、私たちの意見を書きました。正直、パンフレットを隅々まで読んだことがなかったので大変でした。

　５日間を通して、保険だけでなく会社というものはどのような所であるかということが分かりました。

村上梨沙

東京海上火災保険(株)インターンシップに参加し、会社というものを様々な角度から体験し学ぶことができました。セミナーやレポート作成を通じて保険には第一分野、第二分野、第三分野というものがあるということ、“保険”とは何かということを基礎から学ぶことができました。

レポートを作成して一番に感じたことは期限内に以下に自分の納得のいくレポートを作るかということです。時間をかければ、掘り下げて様々なことを調べたりすることができますが、それをいかに効率よく仕上げるか、時間厳守という社会の厳しさを学びました。

またケーススタディでは今まで学校で行ってきたケーススタディとは違い、会社の立場で考えるといったことを学ぶことができました。また、信用されていれば仕事を任され会社が楽しくなるが、いくら能力のある人でも「信用」がなければ仕事を任せてもらえないということを教えて頂き、人間力を高めることが社会での成功につながっていくと感じました。

５日間という短い期間でしたがたくさんのことを学ぶことができ、とても楽しいインターンシップでした。これからの私の人生に、インターンシップで学んだことを生かし、日々成長していきたいです。

太田有美

　インターンシップを経験してみまして、何よりも社内の雰囲気がよいため、１人１人が生き生きと仕事をしていることが分かりました。また、短期間で仕上げなければならないレポート作成することにより、時間配分の大切さに改めて気づかされました。さらに、大東文化大学のゼミの皆さんとも知り合うこともできました。

　今回このようなすばらしい機会を頂きまして、心から感謝しております。

坂入正崇

　企業の様子を見てみたい、いろいろな経験をしてみたいといった理由から参加を希望したインターンシップですが、東京海上火災保険(株)のインターンシップに参加することができ、多くの経験をすることができました。

　大企業の日常業務の様子を見させてもらえたり、業務内容の一部を体験させて頂けたりしたことはとても興味深かったです。今回の主題として、保険のパンフレットを読んでその内容についての改善案レポートを作成するということに挑戦させて頂きました。今までパンフレットを隅から隅まで読んだことがなく、中身を詳しく読んでいく中で、色々な工夫がなされていたり多くの内容が書かれていたりすることが分かりました。パンフレット作りも企業で大切なことの一つであるのだなと思いました。また、レポートをグループで作成するということをしたことがなかったのでそのこともよい経験となりました。

　最後に、繰り返しになりますが、このような機会を得られてとても多くのことを学ぶことが出来ました。機会を与えて下さった関係者の皆様に感謝します。

以上

注）このインターンシップに関するお問い合わせは、東京海上火災保険(株)個人商品業務部　吉本 卓雄（TAKUO.YOSHIMOTO@tokiomarine.co.jp）までお願いいたします。
福徳長酒類(株)インターンシップ報告書†）
藤田麻衣

　2003年８月２５日から９月５日に行われました福徳長酒類(株)インターンシップのご報告をさせて頂きます。 

１．実習スケジュール
	日
	実習項目

	顔合わせ
	・講義：｢インターンシップ実施にあたり｣

・会社案内

・会社説明会

	初日
	・講義：｢社会人とは｣

・講義：｢財務、経理について｣

・仕訳入力

	第２日
	・仕訳入力

・ラベル作成

・宛名書き

	第３日
	・店舗改装

・棚割り業務

	第４日
	・仕訳入力

・月間予定表作成

・宛名書き

・社員の方々の平均年齢、勤続年数の更新作業

	第５日
	・支手情報入力

・仕訳入力

・住民税振込み用紙の記入

	第６日
	・朝礼

・仕訳入力

・月間予定表作成 

	第７日
	・仕訳入力

・講義：｢給与支給業務に関して｣

・主要仕入先調査

	第８日
	・市場調査

	第９日
	・主要仕入先調査

・市場調査のまとめ

	最終日
	・市場調査のまとめ

・総括：「就職活動にあたり」


２．実習内容

８月２２日　　・講義：｢インターンシップ実施にあたり｣（Ａ様）

（顔合わせ）　・会社案内（Ｂ様） 

　          　・会社説明会 

　会社説明会では会社概要、業務内容、今後の酒造業界の動向、福徳長酒類(株)の現在・将来など様々なお話を伺い、福徳長酒類(株)に関しての理解を深めることが出来ました。商品力と販売力があってこそ会社が伸びるというお話が大変印象的でした。 

８月２５日  　・講義：｢社会人とは｣（Ａ様） 

　          　・講義：｢財務、経理について｣（Ｃ様） 

　          　・仕訳入力（Ｄ様） 

　総務部のＡ様からのお話を通じて、入社前に想像していた会社や仕事と、入社後に感じるそれとのギャップを無くす為にこれから準備するべきことは何か、そしてどのように行動して行けばよいのかを認識することが出来ました。これから自分は何をしたいのかを突き詰め、自分自身と向き合うことの重要性を実感しました。

また、Ａ様から「人生の岐路に立った際には自分がどのような理由で決断をしたのかということを認識し、後から後悔をしない。決断をした時の理由をしっかりと認識していれば振り返った時に諦められる。」とお話して頂きました。何か物事を決断するには何故その決断をするのか自分自身で理由をきちんと認識しておく事が大切であると感じました。他に社会人とはどういうものか等今後の自分にとって大変貴重なお話を伺うことが出来ました。

経理のＣ様からの財務、経理に関するお話では、売買する中での資金繰りではバランスが大変重要であるということを学びました。「経理の仕事を自分の生活に置き換え、自分の生活を良くする為にはどうすればよいか考えて仕事を行う」というお話があり、大変印象的でした。

　仕訳入力では経理のＤ様の下、PCを使い、経理伝票の入力をやらせて頂きました。どのような物、事にお金が使われているのか、どのようにお金が流れているのか等、資金の流れを垣間見ることが出来ました。細かい作業であり、一つ一つ確認をしながら、入力ミスなどが無いようにするのはとても大変でした。作業中、用語や解らない点も多々ありましたが、詳しく解り易く説明して頂き、大変勉強になりました。 

８月２６日  　・仕訳入力（Ｄ様） 

　          　・ラベル作成（Ｂ様） 

　          　・宛名書き（Ｂ様）

　総務部のＢ様の下、ラベル作成、宛名書きを行わせていただきました。ラベル作成では、福徳長酒類(株)の顧問の方々に送るラベルをワードで作成しました。ラベルシートにうまく合うようにラベルを作成するのが難しく、また体裁を整えるのにも苦労しました。

宛名書きでは封筒に宛名を記入し切手を貼るという作業をやらせて頂きました。
８月２７日　　・店舗改装 

　          　・棚割り業務（Ｅ様）
　本日は営業のＥ様に同行させて頂き、大森の量販店ａにて棚割り業務をやらせて頂きました。量販店ａの地下１階の食品フロアーが改装され明日オープンするということで、商品のダンボールと人で店内は人が通る隙間も無い程でした。偶然にもメルシャン株式会社のインターンシップに参加していた同じゼミの鈴木さんに会い大変驚きました。

今回初めて棚割りを経験させて頂きましたが、棚割りは商談でバイヤーの方との間である程度決まっており、始めは決められた棚割り通りに陳列し始めました。しかし、実際に作業を進めるうちに、商品の高さが合わない、棚に隙間が空いてしまうなど棚全体のバランスや見栄えに様々な問題が発生し、初めの棚割り通りには行かず、何度も並べ替えをしました。陳列するのにもバイヤーの方と確認を取りながらより良く商品を見せることが出来るよう、多くの時間と労力を費やしていることが解りました。棚割りという単純で簡単そうに思える作業でも実際にはとても大変で、またとても重要な作業であるということを感じました。

普段、商品の陳列の順番や置いてある場所を意識して棚を見ることはありませんでしたが、同じ物を見るのでも視点を変えるだけで様々な見方が出来、多くの発見がありました。商品を如何に良く並べ、良く見せるかによって売上が大きく違ってくるということを学びました。また、並べ方からお店としてどの商品を売りたいのか、どの商品に力を注いでいるのか、売れ筋商品は何であるのか等が解り大変勉強になりました。 

８月２８日　　・仕訳入力（Ｄ様）

・月間予定表作成（Ｂ様）

・宛名書き（Ｂ様） 

　          　・社員の方々の平均年齢、勤続年数の更新作業（Ｂ様） 

　月間予定表作成作業、社員の方々の平均年齢・勤続年数の更新作業を通じて今まで知らなかったエクセルの知識を身に付けることが出来、大変勉強になりました。同時に自分のスキルの無さを痛感し、スキルを磨かなければならないと強く感じました。 

８月２９日　　・支手情報入力（Ｄ様） 

　          　・仕訳入力（Ｄ様） 

・住民税振込み用紙の記入（Ｂ様）
　支手情報入力では手形発行一覧表を元に手形番号を入力し、入力後に手形番号と伝票番号が合っているかの確認を行いました。大変細かい作業で集中力と忍耐力が要求されると感じました。

住民税振込み用紙の記入では社員の方々の給料から引かれる住民税の合計金額を振り込み用紙に記入する作業をしました。 
９月１日  　　・朝礼

・仕訳入力

・月間予定表作成
　毎月１日に朝礼が行われるということで私も朝礼に参加させて頂きました。普段の朝礼の雰囲気を肌で感じることが出来非常に良い経験になりました。

朝礼でのお話を通じて、常に社会の変化に適応していかなければならないこと、限られた時間の中でも最大の結果を求められ、そして結果を出さなければならないことなど、仕事の厳しさを実感しました。

月間予定表作成はとても地道な作業でしたが、工夫して効率良く仕事を行うことの大切さを感じました。 

９月２日　　　・仕訳入力（Ｄ様） 

　          　・講義：｢給与支給業務に関して｣（Ｂ様）  
　         　 ・主要仕入先調査（Ｄ様） 
　給与支給業務に関して、実際にお仕事をやらせて頂く機会はありませんでしたが、総務部のＢ様よりお話を伺いました。給与支給業務の流れを掴むことが出来、大変勉強になりました。

主要仕入先調査では関数を使い平成１４年度の主要仕入先２０社を調べました。同じ作業においてもエクセルのスキルの差で作業時間に大きな差が発生し、エクセルのスキルの重要性を再認識しました。 

９月３日　　　・市場調査（Ｆ様、Ｅ様）
　本日は私一人で市場調査を行う為、赤羽の量販店ｂ、ｃ、ｄ、蕨の量販店ｅ、ふじみ野の量販店ｆ、コンビニｇに行きました。店舗ごとに、720 mlの本格焼酎の種類、価格（プロパー価格、特売価格）を調査しました。思っていた以上に時間が掛かり、体力的にもとてもきついものでした。売り場には実に様々な種類の商品があり、その中でも売れている商品、比較的どのお店にも置いてある商品、一つのお店にしか置いてない商品等、様々な発見がありました。また、同じお酒売り場でもお店によって売り出し方、配置の仕方なども違っていて大変興味深かったです。

９月４日  　　・主要仕入先調査

・市場調査のまとめ
　市場調査のまとめでは、商品ごとに各店舗でのプロパー価格、特売価格をまとめた表を作成しました。まとめてみると同じお酒でも各店舗によって価格に随分と差がありました。また、市場調査時は銘柄のみを調べており、会社名や焼酎の種類（米、麦、芋、そば等）までは把握していませんでしたが、細かく調べてみると同じ会社で作られている焼酎や同じ銘柄でもいくつかの種類があり、新たな発見がありました。 
９月５日　　　・市場調査のまとめ 

· 総括：「就職活動にあたり」（Ａ様） 
　総括では総務部Ａ様より「就職活動を進めるにあたって、面接に関して、総合職と一般職に関して」等、様々なお話をして頂きました。これから自分が何をして行きたいのかを考え自分自身としっかり向き合い、そして自分に武器を作るということが重要であるとご指導頂きました。これから就職活動を進めるにあたって大変貴重なお話でした。総合職と一般職に関してのお話では、お話を伺う前に私が抱いていた総合職と一般職に対する印象や理解が大きく違っていたことに気付き、仕事に対するイメージが変わりました。 

３．実習を終了しての感想

　今回インターンシップに参加し、１０日間、毎日が本当に刺激的で様々な視点から実に多くのことを学ぶことが出来ました。同じ職場で働かせて頂いたことで会社の内側を見ることが出来、また、社会人と学生の差を肌で感じることが出来ました。お話を伺う機会も多く、様々な世代の方との人間関係を通じて違った物事の捉え方、考え方などが発見出来、視野が広がりました。レクチャーなどを通じて教えて頂くことだけではなく、電話応対の仕方、目上の方に対する礼儀など自然と勉強させて頂く事が出来たことも自分自身にとって大変大きな収穫であったと実感しています。

また、この１０日間、時間の使い方に関して深く考えさせられました。実習期間中は１日の時間が本当に短く感じられ時間の大切さを実感し、今までの１日の時間の使い方を反省させられました。社会人になると時間がないというイメージがありましたが、時間が無いのではなくてそれが当たり前という意識が社会人の方と学生である私との差であると実感し、その決められた時間の中で自分のやるべき事、やらなければならない事に対する時間配分がすごく重要であると感じました。

インターンシップを終えて自分自身の欠点、自分に足りない点を再認識し、これからやらなければならないことや目標が明確になりました。

今回のインターンシップを通じて学んだこと、感じたことを忘れず、この経験を今後の自分に活かしていきたいと思います。

最後になりましたが、お忙しい中ご指導下さいましたＡ様をはじめ福徳長酒類(株)の皆様に心から厚く御礼申し上げます。１０日間、誠に有り難うございました。 
以上

メルシャン(株)インターンシップ報告書

鈴木潔子

　2003年８月１８日から２９日まで行われましたメルシャン(株)インターンシップのご報告をさせて頂きます。 

１．実習スケジュール
	日
	　　　　　　　　　　実習項目

	初日
	・本社にてオリエンテーション
・SEIYU本八幡店　店舗巡回
・SEIYU行徳店　店舗巡回
・LIVIN錦糸町店　商品陳列

	第２日
	・ダイエー港南台店　店舗巡回
・ダイエー東戸塚店　店舗巡回
・ダイエー系列　グルメシティー大崎店内　商品陳列

	第３日
	・ダイエー津田沼店　棚卸お手伝い

	第４日
	・新商品サンプル作成

	第５日
	・新商品サンプル作成

	第６日
	・小売店リスト作成
・株式会社ａ　商談同行

	第７日
	・小売店リスト作成
・日本酒類販売（株）　商談同行
・（株）升喜倉庫にて作業
・百貨店法人外商　商談同行
・池袋東武百貨店　店舗巡回

	第８日
	・東急大森店　改装支援

	第９日
	・コモディイイダ永山店　商談同行
・コモディイイダ聖蹟桜ヶ丘店　商談同行
・コモディイイダ江戸川橋店　商談同行
・コモディイイダ滝野川店　店舗巡回

	最終日
	・スーパーフレック大野店　商談同行
・東急ストア五反田店　商談同行
・東急ストア都立大学店　店舗巡回
・東急ストア中野店　商品陳列


２．実習内容

　８月１８日～８月２２日の５日間は、広域営業部にてお世話になりました。主な営業先は、全国展開をしている量販店であるSEIYU、ダイエー、イトーヨーカドーなどです。 

　２週目の８月２５日～８月２９日は、首都圏支社にてお世話になりました。この部は広域営業部とほぼ同じような仕事内容なのですが、営業先の規模が異なります。主に、地域で展開している量販店、例えば、コモディイイダ、いなげや、サミット、セイムス、東急ストアなどを担当しています。 

８月１８日　　・本社にてオリエンテーション 

　　　　　　　・SEIYU本八幡店　店舗巡回　 

　         　 ・SEIYU行徳店　店舗巡回 

　          　・LIVIN錦糸町店　商品陳列 

　本社では人事部の小島様から簡単な今後の予定、会社概要、主要製品などの説明をして頂きました。その後、この日の担当をして下さる畔上様がSEIYU本八幡店と行徳店を店舗巡回なさるのに同行させて頂きました。店舗巡回は商品の前出しや補充などを行い、商品の売れ行き状況を確認します。また、陳列されている商品に埃がかぶっていたら布で拭き取る作業も行います。畔上様は、とても緊張していた私に対し色々と話し掛けて下さり徐々に緊張もほぐれ、自分から質問なども出来るようになりました。午後からは西友系列量販店のLIVIN錦糸町店にて商品陳列を行いました。商品やポップのお客様からの見え方が角度によって違うので、様々な視点から見る事の大切さを学びました。 

８月１９日  　・ダイエー港南台店　店舗巡回 

　          　・ダイエー東戸塚店　店舗巡回 

　          　・ダイエー系列　グルメシティー大崎店内　商品陳列 

　午前中にダイエー港南台店、東戸塚店を巡回しました。午後は、この日担当をして下さる佐藤様、そして須藤様と共に、グルメシティー大崎店へ行き商品の陳列を行いました。とても体力を使う仕事ですが、終了後はやり遂げたという気持ちと爽快感がありました。 

　佐藤様は今年入社したばかりの女性の方で、歳も近いせいか、とても話し易く色々なお話を伺う事が出来ました。ハキハキとしていらっしゃって誰もが好感を持つような大変魅力的な方でした。私も佐藤様のような女性を目指したいと思いました。 

８月２０日  　・ダイエー津田沼店棚卸お手伝い 

　この日も前日に担当して頂いた佐藤様と共に、普段お世話になっている店舗の棚卸のお手伝いをするという事で、ダイエー津田沼店へ行きました。メルシャン(株)の仕事だけではなく、ダイエーのお仕事も経験する事が出来、大変貴重な体験をする事が出来ました。棚卸という言葉はよく耳にはしていたのですが中では何が行われているのか普段からの疑問でした。実際に棚卸を体験し、疑問の答えを見つける事が出来ました。 

８月２１日 、２２日　　・新商品サンプル作成 

　展示会へ出展するサンプル品の作成をしました。ワインの入ったビンにラベルを貼る作業をし、キャップシールを付け、割れないようにパッキンで巻いてダンボールへ詰める作業です。とても単純ですが、第一週の５日間の中で一番体力的に大変だと感じました。しかし、自分の作成したサンプル品が多くのお客様の前に出展されると思うと責任感を感じ、どんなに単純な作業でもそれは１つの立派な仕事なのだと思いました。 
　５日間お世話になりました広域営業部の方々は皆様本当に良い方ばかりで、５日目終了後は感謝の気持ちになるとともに、本当に涙が出そうなくらい淋しい気持ちになりました。 

８月２５日　　・小売店リスト作成 

　          　・株式会社ａ　商談同行 
　まず、リスト作成は、事前にインターネットで調べたお店の店舗名、郵便番号、住所、電話番号、FAX番号をエクセルで入力する作業です。読めない漢字が多々あり、自分の知識のなさを痛感しました。
　この日は、１日中内勤のお仕事で終わる予定でしたが、３時半から商談に行かれる鈴木様に同行させて頂く事になりました。銀座にある、おでんの具などで有名な株式会社ａとの商談でした。この日の商談内容は、『株式会社ａ・メルシャン(株)合同売場計画』でした。どの店舗でどのくらいの大きさで展開するか、告知を出す時期はいつか、試飲、試食のマネキン（デモンストレーター）をどの店舗に付けるかなど、たくさんの案件が話し合われました。ここでは、普段何気なく使っている、スーパーなどに陳列されている商品の裏側で何が行われているのかという事を学びました。 （注：「ａ」は、仮名化した企業名です。）

８月２６日　　・小売店リスト作成 

　          　・日本酒類販売（株）　商談同行 

          　　・（株）升喜倉庫にて作業 

　          　・百貨店法人外商　商談同行 

          　　・池袋東武百貨店　店舗巡回 

　この日は、商談までの間、前日からの引き続きであるリスト作成をさせて頂きました。この日の担当である越川課長と、10時半から勝どきにある、お酒の問屋で有名な日本酒類販売（株）への商談に同行させて頂きました。ここでは、百貨店へのギフトの発送方法についての商談を行いました。百貨店まで商品を発送するのにかかる費用を、どれだけ効率化できるかなどで越川課長も日本酒類販売（株）の方も頭を使っており、大変そうなのがとても伝わってきました。 

　12時半から（株）升喜へ同行し、倉庫で作業をしました。フェアの対象商品となる、12種類の商品を箱に入れる作業をしました。作業は外で行われ、とても暑く大変でした。１日で商談を行ったり、作業をやったりと仕事というものは本当に大変だという事を実感しました。 

　16時からは百貨店法人外商との商談に同行させて頂きました。こちらでは、お祝い事などにおけるお土産用のシャンパンについての商談を行いました。また、普段から疑問であったシャンパンとスパークリングワインの違いを教えて頂きました。その後は、池袋東武百貨店へ行き、店舗巡回をしました。 

８月２７日  　・東急大森店　改装支援 

　９時半から東急大森店での改装支援に同行させて頂きました。仕事内容は、何もない状態の陳列棚に商品を詰めていくというものでした。食品売り場全体で行うものなので、通路を通るのも大変なくらい多くの人が、後も横も棚の反対側でも必死に仕事をしていました。また、偶然にも福徳長酒類（株）へインターンシップに行った藤田さんもこの東急大森店の改装作業に来ていましたのでとても驚きました。 

８月２８日　　・コモディイイダ永山店　商談同行 

　          　・コモディイイダ聖蹟桜ヶ丘店　商談同行 

　         　 ・コモディイイダ江戸川橋店　商談同行 

　          　・コモディイイダ滝野川店　店舗巡回 

　この日は、コモディイイダの４つの店舗へ同行させて頂きました。暑さの中スーツを着て、１日のうちに色々な場所へ行く事はとても大変でした。営業の仕事がどれだけ大変な仕事であるかを学びました。担当の公門様からは、仕事は自分の想像していたものと実際とでは、ギャップがあるのでしっかりと調べた方が良いという事を教えて頂きました。 

８月２９日　　・スーパーフレック大野店　商談同行 

　         　 ・東急ストア五反田店　商談同行 

          　　・東急ストア都立大学店　店舗巡回 

　         　 ・東急ストア中野店　商品陳列 

　この日は、新商品についての商談とリニューアルしたワインの紹介でした。また、商品のポップの張り替えなどをしました。東急ストア都立大学店では、並べてあった商品が取りづらかったので、横にしたらどうか、という小さいですが提案を致しました所、とても褒めて頂きました。また、この日同行させて頂いた大森様は以前旅行会社にお勤めされていたという事で、旅行関係のお話なども聞かせて頂きました。 

３．実習を終了しての感想

　今回インターンシップに参加させて頂き、学びとる事が本当に多々ありました。周りには仲間はいなく、たった１人で会社という組織の中へ入って行く事に対して大きな不安を抱いておりました。しかし、とても良い方ばかりで孤独感など全く感じませんでした。周りに仲間がいないという事で、自己の意思や主張がとても大切だという事を感じました。
　商談では、相手の方には怖そうな方や、また逆に冗談まじりで愉快な方など様々な方がいらっしゃいました。相手の方によっても商談の進め方が違うのだという事を学ぶ事が出来ました。内勤では、１日中ＰＣの前に座って仕事をするという事は容易でないと思いました。私自身事務職を希望しておりましたので、この事はこれからの自分の進路を考える上で、とてもためになる事でした。 

　２週間、社会というものを体験してみて、仕事をするという事の大変さを実感しました。全体を通して、今回のインターンシップで経験した全ての出来事は、自己の考え方にも影響をもたらし、大きな成長に繋がったと思います。 

　今回このように素晴らしい機会を与えてくださいましたメルシャン(株)の方々には感謝の気持ちで一杯です。本当にありがとう御座いました。 
以上

(株)リクルート イサイズじゃらんグループ

インターンシップ報告書

今井麻子

　2003年９月８日から９月１９日に行われました(株)リクルート イサイズじゃらんグループ インターンシップのご報告をさせて頂きます。

１．実習スケジュール
	日
	実習項目

	初日
	・ホームページ制作見学

	第２日
	・紅葉観光スポットの連絡先検索
・電話にて写真拝借のお願い

	第３日
	・観光スポット名の更新作業

・アクセスを使用して宿泊補助システムのテーブル、フォームの作成

	第４日
	・電話にて写真拝借のお願い

・観光スポット名の更新作業

・アクセスを使用して宿泊補助システムのフォームの作成

	第５日
	・電話にて写真拝借のお願い

・アクセスを利用して宿泊補助システムのクエリの作成

・宿泊補助システムの業務フローの作成

	第６日
	・冬に掲載するスキー場スポットの検索

・他社所有の温泉宿数調べ

・他社所有の温泉宿名調べ

	第７日
	・温泉宿名のリストアップ作業

	第８日
	・温泉宿名のリストアップ作業

・紅葉写真返却の手続き

・掲載する紅葉リストの一覧作り

	最終日
	・今週の新着宿一覧更新作業

・掲載する紅葉リストの一覧作り

・紅葉観光スポットの連絡先検索


２．実習内容

９月８日　　・ホームページ制作見学

この日は、イサイズじゃらんのホームページがどのように構成されているかなどをパソコンを使用して実際に触れながら学ばせて頂きました。特にホームページを更新する作業では、リアルタイムで画面が変化していく状況に圧倒されました。高度な技術を用いて、担当の方がホームページを制作する様子を拝見し、自分の技術力のなさを痛感しました。
９月９日　　・紅葉観光スポットの連絡先検索

・電話にて写真拝借のお願い
この日は、１０月上旬から掲載する紅葉スポットの準備作業を致しました。まず、どこの機関に連絡をしたら写真を貸して頂けるかを考え、各観光協会、市役所などの公共機関に連絡先を定め、電話番号の検索を行いました。
その後、実際に電話を掛け、写真拝借のお願いをする作業を行いました。初めて電話をした際はとても緊張しましたが、繰り返し行っていくうちに効率も上がり、とても楽しくなりました。電話応対の仕方などを丁寧に教えて頂き、とても勉強になりました。
９月１０日　　・観光スポット名の更新作業

・アクセスを使用して宿泊補助システムのテーブル、フォームの作成
この日は、前日検索した各機関の連絡先を更新する作業を行いました。実際に利用者が使用するホームページの更新でしたので、個人情報を扱う作業同様、非常に緊張しました。更新すべき観光スポットがたくさんありましたので、全てを更新した時には、達成感を感じることが出来ました。
また、社員の方がプライベート旅行をする際に利用する宿泊補助システムの説明をして頂きました。そこで、管理をする方が利用者のデータを分かりやすく一覧として出せるよう、アクセスにてテーブル、フォームの作成を致しました。アクセスについては前期の授業での知識しかありませんでしたが、担当の方が丁寧に説明をして下さり、作成することが出来ました。
９月１１日　　・電話にて写真拝借のお願い

・観光スポット名の更新作業

・アクセスを使用して宿泊補助システムのフォームの作成

この日は、９日の電話にて写真拝借のお願いをする作業の続きを致しました。電話作業を続けていくうちに、相手先から「詳細をFAXで送ってほしい」や「借用書を書いてほしい」などの要望を頂き、電話対応以外の新たなことを学ぶ良いきっかけになりました。電話対応は話す方とのコミュニケーションが大事ということ、また、一つとして同じパターンがなく、その場で臨機応変に対応する事が大切だということを学びました。
その後、前日制作したフォームについて、利用者が入力しやすいよう、タブの順番や配置を変更する作業を行いました。前日中にアクセスの本を読み、勉強しておいたので、前日よりも難なく作業を進めることができました。また、社員の方に、「前日より成長しているね」というお言葉を頂き、とても嬉しく、より一層やる気が出てきました。
９月１２日　　・電話にて写真拝借のお願い

・アクセスを利用して宿泊補助システムのクエリの作成

・宿泊補助システムの業務フローの作成
この日は前日と同様、電話にて写真拝借のお願いをする作業の続きを行いました。連絡を取っていた機関の方から早速写真が届き、拝見すると、今までに味わったことのない充実感を感じました。また、電話対応の作業では、電話での受け答え方、FAXにて詳細を送る際の文章の書き方など、とても多くのことを学ぶことが出来ました。
電話作業終了後、社員の方がプライベート旅行で利用する宿泊補助システムの業務フローの作成を行いました。初めて見た方にも全体の流れが分かるようにマニュアルを作成するのはとても大変でした。また、マニュアルを作成する際は「誰が・どれを・いつ」行うのかを注意すべき点として考え、作業を行いました。主語・述語・目的語をきちんと入れた正しい文章を書く作業はとても大きな財産になりました。
９月１６日　　・冬に掲載するスキー場スポットの検索

・他社所有の温泉宿数調べ

・他社所有の温泉宿名調べ

この日は、スキー場スポットをホームページに掲載するための準備作業を行いました。スキー場の公式サイトから営業時間や各種料金設定、アクセス方法などの情報を収集し、エクセルにて一覧表を作る作業を行いました。
その後、どの地域の温泉宿が他社と比べて少ないか、どの地域に力を入れて提携温泉宿を増やすか、といった課題を説明して頂きました。そこで、イサイズじゃらんと他社が提携している宿を比較するために全国の温泉宿数と温泉宿名を調べる作業を行いました。このリストを参考に営業の方が仕事を進めると聞いてとても緊張しました。
９月１７日　　・温泉宿名のリストアップ作業
この日は、イサイズじゃらんの提携宿数を増やすため、主な地域の温泉宿名のリストアップ作業を行いました。北海道から九州まで全１８３２件の一覧を作る作業は本当に大変でした。しかし、エクセルの効率的な使い方や簡単なコピーの仕方など、色々と教えて頂き、とても勉強になりました。
また、LAN環境でブラスタの亜種が発見されたと報告を受け、皆で作業を中断し、ウィールスチェックの作業を行いました。会社でウィールスが発見されるとどのような事態になるかを目の当たりにし、ウィールスがどれほど恐ろしいものかを痛感しました。
９月１８日　　・温泉宿名のリストアップ作業

・紅葉写真返却の手続き

・掲載する紅葉リストの一覧作り
この日は、前日中断してしまった温泉宿名のリストアップ作業の続きを行いました。全ての宿のリストアップ作業をやり遂げたときの清々しさと達成感は忘れることはないと思います。
その後、紅葉サイトを立ち上げるために必要となる写真について、すでに頂いた所とお願いをしてある所、以前画像を取り込んで使用出来る所との区別をはっきりさせるため、紅葉リストのまとめ作業を行いました。今まで一つ一つ行ってきた作業をまとめ一覧にすると、遅れている所などが分かり、更に作業を進める意欲が湧いてきました。
９月１９日　　・今週の新着宿一覧更新作業

・掲載する紅葉リストの一覧作り

・紅葉観光スポットの連絡先検索

・電話にて写真拝借のお願い
この日は、ホームページに掲載している今週の新着宿一覧を更新する作業を行いました。今までにホームページを更新する作業は何度も行いましたが、やはり利用者が実際に利用する画面を更新する作業は、とても緊張するものでした。
その後、まとめた紅葉リストで遅れが発見された観光スポットの連絡先検索と電話にて写真を拝借する作業を進めました。初めて行ったときには同時進行で上記の作業をすることが出ませんでしたが、経験を重ねていくうちに、作業効率を上げることが出来るようになりました。成長している自分が非常に嬉しかったです。
３．実習を終了しての感想

今回のインターンシップでは、本当に多くのことを学ぶことが出来ました。電話対応や外部の方との対応の仕方、アクセスやエクセルの知識、要点のついた説明の仕方など、一般常識から専門的な事まで多くのことを学べました。この経験を通して就職に対する意識が高まり、働くことに対する姿勢を学ぶことが出来ました。
実習中、企業システム学科生でありながら、パソコンを上手く使いこなせず、もどかしさを度々感じました。そして、今後何を学ばなければいけないかをはっきりと確認することが出来ました。また、社員の方々には、今後の進路についてのアドバイスをたくさん頂き、漠然とした目標がはっきりとしてきたような気がします。
イサイズじゃらんの方々は本当に親切で、毎日をとても楽しく過ごすことが出来ました。責任を持って働いている姿はとても輝かしく、私の理想であり、目標となりました。
このような貴重な経験をさせて頂き、（株）リクルートイサイズじゃらんの方々には感謝の気持ちで一杯です。ありがとうございました。
以上
†）  アルファベットの大文字は仮名化した人名を、小文字は仮名化した企業名を表します。
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